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序

今回、発掘された埋蔵文化財の数々は古墳

時代から奈良 • 平安時代の遺物が中心となっ

ています。この調査により明らかになった当

時の生活あとは、歴史の教科書に載っている

ような貴族社会の様なきらびやかなものでは

ありませんでした。しかし、その反面一般の

人々の生活が如実に表れており、それらには

さまざまな工夫と知恵が凝らされていたこと

が明らかになりました。これらの知恵や工夫

は、日常の生活においても親から子へと受け

継がれ、自然に残されてきました。そしてそ

れらが礎となって現代の高度な技術が存在す

ることは言うまでもありません。本書が現在

私たちが住んでいる家や、なにげなく使って

いる生活品の根本にある技術の基礎を顧みる

きっかけになることを願うものであります。

本報告書が刊行できましたことは、町民の

みなさまをはじめ、本庄土地改良事務所なら

びに関係諸機関の温かいご理解とご協力の賜

物と存じており、ここに深く感謝するもので

あります。

このささやかな報告書が児玉町、ひいては

日本の歴史を解明するための資料のひとつと

して、少しでも役立つことができ得るならば

幸甚でございます。

平成11年3月1日

児玉町教育委員会

教育長冨丘文雄
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第 I章遺構の概要

1.竪穴式住居址

カマド

火災住居

古墳時代後期から平安時代の竪穴式住居址（第44~216号住居址）を総数183

軒調査を行った。その結果、住居址の多くは北壁から東壁にカマドを構築して

おり、カマドの右側に貯蔵穴を設けていた。又、床面には貼床が施されており

壁溝が巡っていた。住居址の規模は、床面積が約4面の小型の住居から約72m2

の大型住居まで検出されている。しかし中世から現代に及ぶ耕作や開墾が地表

より深部に及び遺構上部の残りは良好ではない。又、遺構同士の切合関係も激

しく住居址の規模も推定でしか報告できない住居址も複数存在する。しかし、

これらの中には平地式の建物址の存在も考慮しなければならないであろう。

鬼高期のカマドは本体が屋内に取り入れられており、カマド中央の軸線をや

やずれて石製や土製又は、高坪の再利用品の支脚を設置しており高さを調節す

る為に支脚に小甕等をかぶせた状況が確認されている。又、真間期から国分期

にかけてのカマドの中には、補強材等として焚き口上部や袖部に長胴甕を再利

用したものが見受けられる。なかには、片袖に 4個体の長胴甕を利用したカマ

ドもあった。更に、国分期のカマドになると本体の大部分が壁より外へ出て袖

や燃焼部壁には、偏平な礫が用いられるようになる。このカマドには、これら

の礫とは別に燃焼部の壁際に 2本ないし 4本の支脚を立て鬼高期の支脚の様に

土器の底を支えるのではなく土器を挟む様な構造となっている。

調査された竪穴住居址の中には、複数の火災住居が存在する事が確認できて

いる。これらは、遺構の状況や覆土の観察から、 (1)家屋が使用中に何かの原

因で焼失したもの。 (2)住居址の覆土に一時堆積の後が確認されている後に焼

失したものの二通りに大別できる。更に、これらには生活用品が残されていた

家と持ち去られた家、焼失後に廃棄した家の存在があることが推定できる。そ

の他これらの火災住居址の覆土を観察すると、明らかに自然埋没では流入しな

い人為的に埋められた様な覆土が存在する。又、希にではあるが火災住居であ

るのに炭化材が検出できない住居がある。この事から火災によってできた炭化

材を炭として使っていた可能性を考える事もできる。

尚、既に調査報告が行われている金佐奈遺跡Al地点及びA2地点で調査し

た遺跡と本報告の遺跡が同一の遺跡で在る為、住居址番号は通番とし本報告は

第44号住居址より始まる。又、 A2地点の調査報告で第42b号住居址と報告し

た住居址は、本報告の第109号住居址と同一の建物である事も考えられる。

2.掘立柱建物址

国分期に比定できると推定される掘立柱建物址（第 1～第3号掘立柱建物址）
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3棟を検出した。建物の形態は、何れも 2X 2間（約4X4m)であり、中間

柱を持たない第3号掘立が主軸を東西にもつほかは、主軸は南北である。その

ほか 3軒とも束柱や礎石、礎板等は検出されていない。

3.溝状遺構

第3号溝

4.土壌

5.井戸

古墳時代から近現代にかけての溝状遺構（第1号～10号溝）を総数19条の調

査を行った。殆どの溝は等高線に並行に掘削されており、北西に高く南東に低

いという緩い高低差をもっている。又各溝の断面形は、皿状、 U字形又は、箱

状になる形態があり各々用排水、集水の機能を持っていたと推定される。

この溝は、等高線に沿っている溝と違い上流部の低地より本遺跡を乗せる微

高地を掘削して東へ延びており、古墳時代後期の集落を分断している。又この

溝は、北側の溝（古）南側の溝（新）との 2条によって構成されている。又こ

れらが調査区内では交差することなく並行していることが、遺構の 3地点でお

こなった土層観察によって明らかにされている。更に（新）の土層は以下の 3

段階に大別できる。 (1)FA層と推定されている第11層以下の段階で、きめの

細かい粘質土、細かい砂層、泥炭層を交互に含んでいる。 (2)第 7層以下の段

階で、土層の色調が暗く泥炭質である。 (3)土層の色調明るく国分期の遺物を

多く含む。又、北側の溝がローム質であることから、南側の溝を掘削したとき

にでた排土で埋めた可能性も考えることができる。南北の溝ともに砂層や粘質

土層が観察できる事によりある程度の水流あった事が想定できるが、大きな河

床礫等を含まない事から付近を流下していた自然の河川から引水し、堰や水門

等によってある程度制御された水が流れていたと推定できる。

尚、第3号溝は国分期には既に埋没しており、耕地整理による掘削も及ばな

い事から一部を調査し残存部は現状保存した。

総数で11基（第1~11号土塙）の調査を行った。平面形態は、円形、楕円、

隅丸方形などがあり、円形の土塙を除いて主軸はすべて南北方向にある。これ

らのうち第1・2・9・11号土塙は出土した遺物から国分式に比定されるがそ

のほかは時期不明である。特に第9• 11号土壊は、坪などが複数副葬されてお

り国分期の墓壊であった。尚、金佐奈遺跡 Iの写真図版に掲載した第18• 20号

土塙は本稿の第9• 11号土壊にあたる。

調査区西端の中央部付近で井筒構造を備える第 1号井戸址と素堀である第2

号井戸址を調査した。何れも井戸の底面には拳大の礫を敷き詰めてあった。特

に第 1号井戸は、井筒構造の外側に礫等で裏込めをしていた状況が土層断面に

より明らかになった。時期については何れも国分期と推定される。（徳山寿樹）
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第151号住居址（第3図）
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第153号住居址 （第5図図版105-2) 
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第154• 155号住居址 （第6図図版106-1)
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第155号住居址カマド （第7図 図版106-2) 
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第156号住居址 （第9図）
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第158号住居址（第11図）
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2  m  

第
16
0
号
住
居
址
土
層
説
明

第
1
層
暗
褐
色
土
し
ま
り
、
粘
性
強
い
。
径
1
~
5
m
m
の
ロ
ー
ム
粒
子
を
均
質
に
、
径
5
~
10
mm
の
焼
土
粒
を
含
む
。

第
2
層
暗
褐
色
土
し
ま
り
、
粘
性
共
に
有
す
る
。
径
1
~
 5
 mm
の
ロ
ー
ム
粒
子
を
非
常
に
多
く
含
み
、
径
5
~
3
0m
m

の
ロ
ー
ム
粒
を
多
く
含
む
。
ま
た
、
径
5
~
!O
mm
の
焼
土
粒
・
炭
化
物
を
少
量
含
む
。

径
1
~
5
m
m
の
ロ
ー
ム
粒
を
均
質
に
含
み
、
径
1
~
5
a
n
の
ロ
ー
ム
プ
ロ
ッ
ク
を
ま
ば
ら
に
含
む
。

し
ま
り
強
く
粘
性
を
有
す
る
。
径
1
~
5
m
m
の
ロ
ー
ム
粒
、
径
5
~
!O
mm
の
ロ
ー
ム
粒
を
含
む
。

し
ま
り
、
粘
性
共
に
有
す
る
。
径
1
~
5
mm
の
ロ
ー
ム
粒
を
均
買
に
含
む
。

第
3
層

第
4
層

第
5
層

暗
褐
色
土

黒
褐
色
土

暗
褐
色
土
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第
16
1
号
住
居
址
カ
マ
ド
土
層
説
明

第
1
層
明
灰
色
粘
質
土
し
ま
り
、
粘
性
共
に
強
い
。
粘
質
土
主
体
で
あ
る
。

第
2
層
暗
褐
色
土

し
ま
り
、
粘
性
有
す
る
。
焼
土
粒
子
を
多
く
含
む
。

第
3
層
暗
褐
色
土

し
ま
り
、
粘
性
共
に
有
す
る
。
焼
土
・
炭
化
物
を

多
く
含
む
。
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第
2
層
暗
褐
色
土

層 層 層 層 層 層

3 4 5 6 7 8  

第 第 第 第 第 第

B
- 暗
褐
色
土

暗
褐
色
土

暗
灰
褐
色
土

暗
灰
褐
色
土

暗
灰
褐
色
土

黒
褐
色
土

A I  

-
B
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瀧 1 6 1 i s " 1 i J 叫 H 芹 （ 瀕 1 5 図 図 弼 1 0 9ー 1 )
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B
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策
16
1
号
住
居
址
土
層
説
明

第
1
層
暗
褐
色
土
し
ま
り
、
粘
性
共
に
有
す
る
。
ロ
ー
ム
粒
子
を
多
く
含
み
、
径
1
mm
程
度
の

白
色
パ
ミ
ス
を
少
量
含
む
。

し
ま
り
、
粘
性
共
に
有
す
る
。
第
1
層
に
準
ず
る
が
、
第
1
陪
に
比
べ
て
色

調
が
暗
く
、
径
5
~
2
0
皿
の
ロ
ー
ム
粒
を
微
量
含
む
。

し
ま
り
、
粘
性
有
す
る
。
ロ
ー
ム
粒
子
を
少
量
、
ロ
ー
ム
粒
を
微
量
含
む
。

第
3
層
に
準
ず
る
が
、
色
調
が
や
や
暗
く
多
少
灰
色
を
帯
び
る
。

し
ま
り
、
粘
性
共
に
有
す
る
。
ロ
ー
ム
粒
子
を
少
量
含
む
。

し
ま
り
、
粘
性
有
す
る
。
第
5
層
に
準
ず
る
が
部
分
的
に
粘
土
が
混
入
す
る
。

し
ま
り
、
粘
性
有
す
る
。
第
5
層
に
準
ず
る
が
、
ロ
ー
ム
粒
を
少
量
含
む
。

し
ま
り
、
粘
性
共
に
有
す
る
。
ロ
ー
ム
粒
子
を
微
量
含
む
。



第162号住居址 （第17図）

第126号住居址
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マ

第126号住居址 第162号住居址 - A' 

2 m 

第17図第162号住居址

第162号住居址土層説明
第 1層 暗褐色土 しまり、粘性共に有する。ローム粒子を少塁、ローム粒を微量含む。また、炭化物を

多量に、焼土粒を少量含む。
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第
16
3
号
住
居
址
土
層
説
明

第
1
附
暗
褐
色
土
し
ま
り
強
く
粘
性
を
有
す
る
。
径
1
mm
の
白
色
パ
ミ
ス
と
径

1
~
5
mrn
の
ロ
ー
ム
粒
子
を
均
質
に
含
み
、
径
5
~
10
mm
の

ロ
ー
ム
粒
・焼
土
粒
と
径
1
~
5
cm
の
炭
化
物
を
多
く
含
む
。

し
ま
り
、
粘
性
共
に
有
す
る
。
第
1
陪
に
準
ず
る
が
、
炭
化

物
は
含
ま
な
い
。
ま
た
、
第
1
庖
に
比
し
て
焼
土
粒
は
少
な

く
色
調
も
暗
い
。

第
2
陪
暗
褐
色
土

2 3  



第164号住居址 （第20図図版111-1)
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第20医第164号住居址

第164号住居址土層説明
第 1層 黒褐色土 しまり、粘性やや強い。ローム粒子を少鼠、ローム粒を微量含む。
第 2層 暗褐色土 しまり、粘性やや強い。ローム粒子を多旦、ローム粒を微量含む。
第3層黒色土 しまり、粘性共にやや強い。ローム粒子を微旦含む。
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第
16
5
号
住
居
址
カ
マ
ド
土
層
説
明

第
1
層
褐
色
土
ロ
ー
ム
を
多
嚢
に
含
み
、
炭
化
物
を
含
む
。

第
2
層
暗
褐
色
土
炭
化
物
を
多
黛
に
含
み
、
焼
土
を
含
む
。

第
3
層
赤
褐
色
土
焼
土
を
多
量
に
含
み
、
炭
化
物
を
含
む
。

第
4
層
褐
色
土
ロ
ー
ム
を
少
旦
含
む
。

第
5
層
褐
色
土
焼
土
・
炭
化
物
を
少
旦
含
む
。

第
6
層
褐
色
土
ロ
ー
ム
を
少
旦
含
む
。

第
7
層
黄
褐
色
土
ロ
ー
ム
を
多
旦
に
含
む
。
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（ 渫 2 2 図 四 薪 1 1 2 | 1 )

菫 ゑ 亭 口 躙 は ー A

濾 2 0 8 - % t t ! ! f ! J I :

瀕 l 6 5 叩 1 屈 茄 叩 惇 （ 瀕 2 1 図 図 声 { 1 1 1 | ー 2 )
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2  m  

第
16
5
号
住
居
址
土
層
説
明

第
1
層
暗
褐
色
土
し
ま
り
、
粘
性
共
に
有
す
る
。
ロ
ー
ム
粒
子
を
少
景
、
ロ
ー
ム
粒
を
微
量
含
む
。

ま
た
、
径
5
~
1
0
m
m
の
焼
土
粒
・
炭
化
物
を
少
費
含
む
。

第
2
層
暗
褐
色
土
し
ま
り
、
粘
性
有
す
る
。
第
1
層
に
準
ず
る
が
焼
土
粒
・炭
化
物
を
含
ま
な
い
。

第
3
層
暗
褐
色
土
し
ま
り
、
粘
性
共
に
有
す
る
。
ロ
ー
ム
粒
子
・
ロ
ー
ム
粒
共
に
多
景
に
含
む
。

ま
た
、
炭
化
物
を
少
景
、
焼
土
粒
を
微
量
含
む
。

第
4
層
暗
褐
色
土
し
ま
り
、
粘
性
共
に
有
す
る
。
ロ
ー
ム
粒
子
・
ロ
ー
ム
粒
共
に
多
量
に
含
む
。

径
5
c
m以
下
の
ロ
ー
ム
プ
ロ
ッ
ク
を
少
景
、
炭
化
物
・
焼
土
粒
を
微
景
含
む
。

第
5
層
黒
褐
色
土
ロ
ー
ム
粒
子
を
少
量
、
ロ
ー
ム
粒
・
炭
化
物
・
焼
土
粒
を
微
量
含
む
。

第
6
層
黒
褐
色
土
第
5
層
に
準
ず
る
が
、
炭
化
物
を
多
量
に
、
焼
土
粒
を
少
量
含
む
。
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第
16
6号
住
居
址
カ
マ
ド
土
層
説
明

第
1
層
褐
色
土
ロ
ー
ム
を
多
く
含
み
、
白
色
パ
ミ
ス
・
焼
土

を
含
む
。

焼
土
を
含
み
、
炭
化
物
を
多
く
含
む
。

白
色
パ
ミ
ス
・
ロ
ー
ム
を
多
く
含
み
、
焼
土

を
含
む
。

焼
土
層
。
ロ
ー
ム
を
含
む
。

焼
土
を
少
量
含
み
、
ロ
ー
ム
を
若
干
含
む
。

第
2
層

第
3
層

第
4
層

第
5
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第
16
6
号
住
居
址
土
層
説
明

第
1
層
暗
灰
色
土
し
ま
り
、
粘
性
共
に
弱
い
。
ロ
ー
ム
粒
子
・
ロ
ー
ム
粒
共
に
少
量
含
む
。

第
2
層
暗
褐
色
土
し
ま
り
、
粘
性
弱
い
。
ロ
ー
ム
粒
子
・
ロ
ー
ム
粒
・
ロ
ー
ム
プ
ロ
ッ
ク
を
少
量
含
む
。

第
3
層
暗
褐
色
土
し
ま
り
、
粘
性
や
や
弱
い
。
第
2
層
に
準
ず
る
が
、
ロ
ー
ム
粒
子
の
含
有
景
が
多
い
。

第
4
層
暗
褐
色
土
し
ま
り
や
や
強
く
粘
性
を
有
す
る
。
ロ
ー
ム
粒
子
と
白
色
パ
ミ
ス
を
少
量
含
み
、
ロ
ー

ム
粒
を
微
量
含
む
。
ま
た
、
炭
化
物
を
微
量
含
む
。

し
ま
り
、
粘
性
有
す
る
。
ロ
ー
ム
粒
子
を
少
量
、
ロ
ー
ム
粒
を
微
量
含
む
。

し
ま
り
、
粘
性
共
に
有
す
る
。
ロ
ー
ム
粒
子
・
ロ
ー
ム
プ
ロ
ッ
ク
を
多
量
に
含
む
。

し
ま
り
、
粘
性
有
す
る
。
ロ
ー
ム
粒
子
を
少
量
、
ロ
ー
ム
粒
を
微
量
含
む
。

ロ
ー
ム
粒
子
と
焼
土
粒
・
炭
化
物
を
少
量
含
み
、
ロ
ー
ム
粒
を
微
量
含
む
。

層 層 層 層

5 6 7 8  

第 第 第 第

暗
褐
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暗
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土
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性
な
く
、
し
ま
り
有
す
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。
径
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以
下
の
白
色
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ば
ら
に
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径
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以
下
の
赤
色
ス
コ
リ
ア
を
若
干
含
む
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粘
性
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、
し
ま
り
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す
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。
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土
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粘
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弱
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ま
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す
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2
 mm
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赤
色
ス
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リ
ア
を
多
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含
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褐
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土
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ま
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、
粘
性
共
に
有
す
る
。
ロ
ー
ム
粒
子
を
少
只
、
ロ
ー
ム
粒
・
焼
土

粒
・
炭
化
物
を
微
嚢
含
む
。
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第168号住居址 （第27図）
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第27図 第168号住居址

第168号住居址土層説明

第 1層 褐色土 しまり、粘性やや弱い。ローム粒子 ・焼土粒を多旦、ローム粒 ・炭化物を少量含む。

第 2層 暗褐色土 しまり、粘性共にやや弱い。ローム粒子を多量、ローム粒を少星、焼土粒 ・炭化物を
微量含む。

しまり、粘性共に有する。ローム粒子を少鑓、ローム粒を微量含む。

しまり有し粘性やや弱い。ローム粒子を多量、ローム粒を少塁含む。

しまり、粘性共に有する。ローム粒子を少塁、ローム粒を微嚢含む。

しまり、粘性共に有する。第4層に準ずるが、ローム粒子 ・ローム粒共に第4層に比
べて少ない。

しまり有し粘性やや強い。ローム粒子を多量、ローム粒を少量含む。

しまり有し粘性やや強い。第7層に準ずるが、第 7層に比べてローム粒子が少なく色
調も暗い。

しまり弱く粘性やや強い。ローム粒子を多羅、ローム粒を少量含む。

しまり、粘性やや強い。ローム粒子を少量、ローム粒を微量含む。

しまり、粘性共に弱い。ローム粒子と径 1mm程度の白色パミスを少量含む。

しまり有し、粘性やや弱い。ローム粒子と白色パミスを少旦、ローム粒子を微量含む。

しまり有し、粘性やや弱い。ローム粒子を多量、ローム粒を少益含む。また、径5~
20mmの焼土粒を少鼠含む。

しまり、粘性共に有する。ローム粒子を多量、ローム粒を少量含む。

しまり、粘性共に有する。第14層に準ずるが、色調が黒色を帯びる。

層

層

層

層

3

4

5

6

 

第

第

第

第

第 7層
第8層

第 9層
第10層

第11層
第12層

第13層

第14層

第15層

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黒褐色土

黒褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗灰色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黒褐色土
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第
1
層
黒
褐
色
土
し
ま
り
、
粘
性
共
に
有
す
る
。
ロ
ー
ム
粒
子
を
少
景
、
ロ
ー
ム

粒
を
微
量
含
む
。
ま
た
、
炭
化
物
・
焼
土
粒
を
微
景
含
む
。
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16
8
号
住
居
址
カ
マ
ド
土
層
説
明

第
1
陪
淡
黄
灰
色
土
砂
質
土
。
焼
土
を
少
量
含
む
。

第
2
層
赤
灰
色
土
砂
質
土
。
焼
土
を
多
く
含
み
、
黒
色
土
を
少

第
3
陪
褐
色
土

ロ
ー
ム
・
焼
土
を
含
む
。

第
4
層
褐
色
土

ロ
ー
ム
を
多
く
含
み
、
焼
土
・
炭
化
物
を
少

含
む
。

含
む
。



第169号住居址カマド （第30図図版115-1)
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第31図第170a・ b号住居址
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第170a• b号住居址 （第32図）

A冒``冒冒冒冒冒□`冒冒冒冒冒冒冒[A
B麟疇疇ニ鵬疇宣〗；

2m 

第32図第170a・ b号住居址

第170a.b号住居址土層説明

第 1層 暗褐色土 しまり、粘性共に有する。径5mm以下のローム粒子を多量に、径5
~20mmのローム粒を少旦含む。また、径5mm程度の焼土粒 ・炭化物
を微鼠含む。

第2層 暗褐色土 しまり、粘性共に有する。ローム粒子を多旦、ローム粒を微旦含む。
色調は第 1層より黒色を帯びる。

第3層 黒褐色土 しまり、粘性共に有する。ローム粒子を多凪、ローム粒を少量含む。
第4層 黒褐色土 しまり、粘性共に有する。第3層に準ずるが、第3層に比べてロー

ム粒子 ・ローム粒の含有星が少ない。
第 5層 黒色土 しまり、粘性共に有する。ローム粒子を多鼠、ローム粒を少旦含む。
第6層 黒色土 しまり、粘性共に有する。ローム粒子を少鼠、ローム粒を微輩含む。
第7層 黒褐色土 しまりやや強く、粘性を有する。ローム粒子を多鼠、ローム粒を少

量含む。

第8層黒色土 しまりやや強く、粘性を有する。ローム粒子を少祉含む。

第170a号住居址カマド （第33図）
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第33図第170a号住居址カマド
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第171号住居址 （第34図図版118-1)
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<： < 

I 

---J I 

I 
<： < 

B ·— -・ B' 

瓢 Im 

第35図第171号住居址カマド

-23-



瀕 3 7 ~

- 8  

| 2 4 ー

濱 一 7 2 車 序 珈 に

図 弼 1 1 9 | 2 )

（ 瀕 3 7 ~
S D 1 6  b  

瀕 1 7 2 ~ { . i . @倖

図 弼 1 2 0 | 1
• 

2 )  

瀕 1 7 2 血 ｝ f 面 吐 2 A 、 F

＼  A·—
 

ー
•
A

'

- 3  

B 1  

A
 -

ー
•
A

'

第
17
2
号
住
居
址
カ
マ
ド
土
層
説
明

第
1
層
暗
褐
色
土
し
ま
り
、
粘
性
有
す
る
。
ロ
ー
ム
微
粒
子
を
多
量
に
含
む
。

第
2
層
暗
褐
色
土
し
ま
り
、
粘
性
共
に
有
す
る
。
焼
土
粒
子
を
多
量
に
含
む
。

第
3
層
暗
褐
色
土
し
ま
り
、
粘
性
共
に
有
す
る
。
ロ
ー
ム
・
焼
土
・
炭
化
粒

子
を
多
く
含
む
。
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第
17
2
号
住
居
址
土
層
説
明

第
1
層
褐
色
土
白
色
パ
ミ
ス
や
ロ
ー
ム
粒
を
多
く
含
む
。
ま
た
、
焼
土
を
微
量
に
含
む
。

第
2
層
暗
褐
色
土
赤
化
し
た
砂
を
多
景
に
含
む
。

第
3
層
褐
色
土
ロ
ー
ム
プ
ロ
ッ
ク
（
径
3
~
7
m
m
)
を
少
量
、
ロ
ー
ム
粒
を
多
く
含
む
。

第
4
層
褐
色
土
ロ
ー
ム
粒
・
白
色
パ
ミ
ス
を
多
く
含
む
。

第
5
函
褐
色
土
赤
化
し
た
砂
を
含
み
、
ス
コ
リ
ア
を
多
少
含
む
。

第
6
層
暗
褐
色
土
ロ
ー
ム
プ
ロ
ッ
ク
（
径
3
~
7
m
m
)
や
ロ
ー
ム
粒
を
含
む
。
ま
た
、
炭
化

材
も
南
側
を
中
心
に
含
む
。

ロ
ー
ム
粒
を
含
み
、
若
干
で
は
あ
る
が
ス
コ
リ
ア
を
含
む
。

ロ
ー
ム
粒
を
多
く
含
む
。

ロ
ー
ム
粒
を
多
く
含
む
。
第
8
層
と
同
一
。

ロ
ー
ム
粒
を
含
み
、
若
干
で
は
あ
る
が
焼
土
を
含
む
。

第
7
層

第
8
層

第
9
層

第
10
層

暗
褐
色
土

暗
褐
色
土

暗
褐
色
土

暗
褐
色
土



第173号住居址 （第38図）
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第175号住居址（第40図）
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第40図第175号住居址

第175号住居址土層説明
第 1層 暗褐色土 しまり、粘性共に弱い。ローム粒子を多く含む。
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明

第
1
層
暗
褐
色
土
し
ま
り
、
粘
性
共
に
や
や
強
い
。
ロ
ー
ム
粒
子
を
多
景
に
含
む
。

第
2
庖
黒
褐
色
土
し
ま
り
、
粘
性
強
い
。
ロ
ー
ム
粒
子
を
多
量
に
、
ロ
ー
ム
粒
を
少
嚢
含
む
。

第
3
暦
暗
褐
色
土
し
ま
り
、
粘
性
共
に
や
や
強
い
。
ロ
ー
ム
粒
子
・
ロ
ー
ム
粒
共
に
多
量
に

含
む
。
径
l
皿
程
度
の
白
色
バ
ミ
ス
を
少
量
含
む
。

第
4
層
暗
褐
色
土
し
ま
り
、
粘
性
有
す
る
。
ロ
ー
ム
粒
子
を
多
量
、
ロ
ー
ム
粒
を
少
量
、
径
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an
以
下
の
ロ
ー
ム
プ
ロ
ッ
ク
を
微
量
、
白
色
バ
ミ
ス
を
少
鷺
含
む
。

黒
褐
色
土
し
ま
り
、
粘
性
有
す
る
。
ロ
ー
ム
粒
子
を
少
量
、
ロ
ー
ム
粒
を
微
量
含
む
。

黒
色
土
し
ま
り
、
粘
性
や
や
強
い
。
ロ
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ム
粒
子
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粒
を
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含
む
。

黒
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土
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ま
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有
し
、
粘
性
や
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強
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。
ロ
ー
ム
粒
子
を
微
量
含
む
。
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第179号住居址 （第45図図版122-1) 
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第45図第179号住居址

第179号住居址土層説明
第 1層 暗褐色土 しまり、粘性共に有する。径5mm以下のローム粒子を多量に、径5~20mmのローム粒

を少鼠含む。また、径5~lOmmの焼土粒 ・炭化物を少量含む。
第 2層 黒褐色土 しまり、粘性共に有する。径5mm以下のローム粒子を多量に；径5~20mmのローム粒

径 5an以下のロームプロック、焼土粒 ・炭化物を少量含む。
第 3層 暗褐色土 しまり強く粘性を有する。ローム粒子 ・ローム粒共に少量含む。また、微粒子の砂が

少量混入する。
第4層 黒褐色土 しまり、粘性共に有する。ローム粒子を多量、ローム粒を少塁、ロームプロックを微

量含む。
第 5層 黒褐色土 しまり、粘性共にやや強い。ローム粒子を少量含む。
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第181号住居址 （第48図図版123-1) 
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第48図第181号住居址

第181号住居址土層説明
第 1層 暗褐色土 しまり強く粘性をやや有する。径 1mm程度の白色パミスと径 1~ 5 mmのローム粒を多

く含む。
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第181号住居址カマド （第49図 図版123-2) 
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第182号住居址 （第50図図版124-1) 
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第182号住居址（第51図）
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第51図 第182号住居址

第182号住居址土層説明
第 1層 暗褐色土 しまり、粘性共にやや強い。ローム粒子を多量、ローム粒 ・焼土粒 ・炭化

物を少量含む。

しまり、粘性共に有する。ローム粒子を少量、ローム粒 ・焼土粒 ・炭化物

を微量含む。

しまり、粘性共に強い。ローム粒子 ・ローム粒 ・炭化物を少量含み、焼土

粒とロームプロックを微量含む。

しまり、粘性有する。ローム粒子・ローム粒 ・焼土粒・炭化物を少

しまり、粘性共に有する。ローム粒子 ・ローム粒を微費含む。

第2層

第 3層

第4層
第5層

暗褐色土

暗灰褐色土

暗灰褐色土

暗灰褐色土

含む。

第182号住居址カマド（第52図 図版124-2) 

v
.
— V

I

 

_
v
 

B - —·B' 

ー

＜

=-」 I

Im 

。

酒

如

廿

5
止
窒
＜
．

ca

ら
如
〉
ふ
ぶ
ヽ
(
,
0
＼
廿
如
。
9
、
4
而

"
-
#
1
5
,
0
悩
、
i

廿
5
}
翠

此

珈

匿

N

採

。5
如
ご
ふ
ぶ
止
臼
縣
廿
如

．
止

t紐
g
4
ー
ロ
。
心
ヤ
如
u
承
如
H
妬

，

〇

悩

⇒

廿
．
如
墜
迦
1

窒
I

踪

窓
溢
慶
廿
ュ
ト
R
封
血
坦
曲
N
O
O
I
撼

第52図 第182号住居址カマド

-33-



キ

料 5 4 図

| 3 4ー

沸 1 8 4 血 中 1 曲 i 叩 辻 L （ 瀕 5 4 図 図 弼 1 2 5 | 2 )

瀕 5 3 図 瀕 l 8 3 罪 ｛ 田 洞 茸

瀕 1 8 4 中 哭 田 面 茸
S
D
-
9
 

第
18
3
号
住
居
址
土
層
説
明

第
1
層
暗
褐
色
土
し
ま
り
、
粘
性
有
す
る
。
ロ
ー
ム
粒
子
を
多
星
に
、

ロ
ー
ム
粒
を
少
兄
含
む
。

し
ま
り
、
粘
性
共
に
や
や
強
い
。
ロ
ー
ム
粒
子
・

ロ
ー
ム
粒
を
少
祉
含
む
。

し
ま
り
強
く
粘
性
や
や
強
い
。
ロ
ー
ム
粒
子
・
ロ
ー

ム
粒
を
少
訊
含
む
。

第
2
府

第
3
層

黒
褐
色
土

黒
灰
褐
色
土

＼
 ァ→

第
18
3
号
住
居
址

瀕 1 8 3 血 } 1 屈 吋 叩 倖 （ 瀕 5 3 図 因 弼 1 2 5 | 1 )

S
D
-
8
 

2 m  
2  m  



第184号住居址 （第55図）

A - —·A ' 

“ 
B -

- B' 

第184号住居址

第184 “ 
2 m 

第55医第184号住居址

第184号住居址カマド （第56図 図版126-1) 
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第185• 186号住居址 （第57図図版125-2) 
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第186号住居址カマド （第58図
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第187• 188号住居址 （第60図）
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第60図 第187• 188号住居址

第187• 188号住居址土層説明
第 1層 暗褐色土 しまり、粘性共に有する。径 1~ 5 mmのローム粒子を多旦に含み、径10~30mmのロー

ム粒を少只含む。

しまり、粘性共に有する。第 1層に準ずるが、色調がやや黒色を帯び、白灰色の粘土
プロックが部分的に混入する。

しまり、粘性共に有する。ローム粒子を多位、ローム粒を少旦含む。
しまり有し粘性やや強い。ローム粒子 ・ローム粒共に少鵞含む。
しまり有し粘性やや強い。ローム粒子を微只含む。
しまり 、粘性共に有する。ローム粒子を少只、ローム粒を微旦含む。
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第188号住居址カマド （第62図図版128-1)
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第189号住居址土層説明
第1層 暗褐色土 しまり、粘性共に有する。ローム粒子を多くローム粒を少旦含む。
第2層 暗灰褐色土 しまり、粘性共に有する。ローム粒子 ・ローム粒を少凪含み、径10cm以下のローム

プロックを微旦含む。
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第189号住居址カマド （第64図 図版128-2)
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第192• 193号住居址 （第68図）
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第194• 195号住居址 （第69図図版130-1 • 131-1) 
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第69図第194• 195号住居址

第194• 195号住居址土層説明
第 1層 暗灰色土 しまりやや弱く、粘性を有する。ローム粒子を少量含む。
第 2層 暗褐色土 しまりやや弱く、粘性を有する。ローム粒子を少景含む。
第 3層 黒灰褐色土 しまりやや弱く 、粘性を有する。ローム粒子を少量含み、焼土粒を多量、炭化物を

少量含む。また、粘土プロックが一部混入する。
第4層 暗灰褐色土 しまりやや弱く、粘性を有する。ローム粒子を少量、ローム粒を微量含み、焼土粒・

炭化物を少量含む。
第 5層 暗褐色土 しまり有し粘性強い。粘土プロックを非常に多く含む。
第6層 黒褐色土 しまり有し粘性強い。ローム粒を少量、ローム粒子を微量含む。
第 7層 暗灰褐色土 しまり、粘性共に有する。ローム粒子 ・ローム粒を少旦、ロームプロックを微塁含

む。焼土粒 ・炭化物を微量含む。
第 8層 暗褐色土 しまりやや弱く 、粘性を有する。径 1~5mmのローム粒と同径の焼土粒 ・炭化物を

少只含む。色調はやや灰色を帯びる。
第9層 暗灰褐色土 しまりやや弱く、粘性を有する。ローム粒子 ・焼土粒 ・炭化物を微旦含む。
第10層暗灰色土 しまりやや弱く、粘性を有する。ローム粒子を微塁含む。
第11層 暗褐色土 しまりやや弱く、粘性を有する。ローム粒子を多量に、ローム粒 ・焼土粒 ・炭化物

を少呈含む。
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第194号住居址カマド （第70図 図版130-2) 
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第196号住居址 （第72図 図版132-1)
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第198号住居址 （第74図図版133-2) 
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第74図第198号住居址

第198号住居址土層説明
第 1層 暗褐色土 しまり、粘性やや強い。ローム粒子を多氣、ローム粒を少塁含む。
第2層 暗褐色土 しまり、粘性やや強い。第1層に準ずるが、焼土粒を少量含む。
第3層 暗褐色土 しまり、粘性やや強い。ローム粒子を多旦に含み、径5~lOmmのこ

げ茶色の粒を少旦含む。また焼土粒を微慧含む。
第4層 黒褐色土 しまり、粘性共に有する。ローム粒子を多旦、ローム粒を少量含む。
第5層 黒褐色土 しまり、粘性共に有する。ローム粒子を少量含み、焼土粒 ・炭化物

を微量含む。
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第199• 200号住居址 （第75図図版134-1)
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第75図第199• 200号住居址

第199号住居址土層説明
第 1層 黒褐色土 しまり、粘性共にやや強い。ローム粒子を少旦、ローム粒を微鼠含む。また、焼土粒・

炭化物を少鼠含む。
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第201・202号住居址（第76図図版201-2) 
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第201号住居址土層説明
第1層 黒褐色土 しまり、粘性共に有する。ローム粒子を多黛に、ローム粒を少量含む。また、

焼土粒 ・炭化物を多量に含む。
第2層 暗褐色土 しまり、粘性共に有する。第 1層に準ずるが、第 1層に比べて色調が明る＜、

焼土粒 ・炭化物の量も少ない。
第3層 暗褐色土 しまり、粘性共に有する。ローム粒子を多嚢、ローム粒 ・ロームプロックを

少嚢含む。
第4層 暗褐色土 しまり有し粘性強い。ローム粒子・ローム粒・ロームプロックを多量に含む。
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第203号住居址 （第79図）
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第79図第203号住居址

第203号住居址土層説明

第 1層 暗褐色土 しまり、粘性共に有する。ローム粒子を多屈、ローム粒を少量含む。
第2層 黒褐色土 しまり、粘性共に有する。ローム粒子を多黛、ローム粒を少量含む。

また、焼土粒 ・炭化物を少只含む。

第 3層 黒褐色土 しまり、粘性共にやや強い。ローム粒子 ・ローム粒を多旦に含む。

第203号住居址カマド （第80固図版137-2) 
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第204• 205 • 206号住居址 （第81図）
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第207号住居址 （第82図図版111-1)
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第82図第207号住居址

第207号住居址土層説明
第 1層 褐色土 しまり、粘性共に有する。ローム粒子を少量、焼土粒 ・炭化物を微量含む。
第2層 黒褐色土 しまり、粘性共に有する。ローム粒子を多量、ローム粒を少量含む。焼土粒 ・炭化物

を微量含む。
第3層 暗褐色土 しまり、粘性共に有する。ローム粒子を多量、ローム粒を少量含む。
第4層 暗褐色土 しまり、粘性共に有する。ローム粒子 ・ローム粒共に多量に含む。
第5層 黒色土 しまり、粘性共にやや強い。ローム粒子を少塁、焼土粒 ・炭化物を微星含む。
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第207号住居址カマド （第83図 図版137-2) 
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第83図 第207号住居址カマド

第208号住居址 （第84図）
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第209号住居址 （第85図 図版138-2) 
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第210号住居址 （第86図

第85図

図版139-1)
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-54 -



第210号住居址カマド （第87図 図版139-2) 
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第214号住居址 （第89図）
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第215号住居址 （第90図図版103-2) 
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第 1号掘立柱建物址 （第91図 図版144-1)
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第91図第1号掘立柱建物址
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第2号掘立柱建物址 （第92図 図版144-2) 
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第3号掘立柱建物址 （第93図 図版145-2) 
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第 1号掘立柱建物址土層説明
Pit I 

第 1層 暗茶褐色土 大きなローム塊を含む。しまり普通で粘性なし。
第 2層 暗茶褐色土 ローム粒（径 1mm程度）、焼土粒（径 2mm程度）を含む。しまり普通で粘性強い。

第 3層暗褐色土 炭塊（径 2~ 3 mm) を若干含む。粘性強くしまり良好。
第 4層褐色土 ローム粒（径 3~ 4 mm) を含む。しまりよく粘性強い。
第 5層暗褐色土 ローム粒を多大に含む。しまり良好で粘性なし。
Pit 2 

第 1層 暗茶褐色土 ローム粒 ・焼土粒を含む。粘性強くしまり普通。
第 2層暗褐色土 粘性、しまり共に有する。

第 3層暗褐色土 炭塊を若干含む。しまり良好で粘性強い。
第 4層暗褐色土 ローム塊（径 5~lOmm)、炭塊 （径 3~ 6 mm) を含む。粘性強くしまり普通。

第 5層暗褐色土 ローム粒 ・白色粒子を若干含む。しまり、粘性共に有する。
Pit 3 

第 1層 暗茶褐色土 ローム粒（径 1mm程度）、焼土粒（径 2mm程度）を含む。しまり普通で粘性強い。
第 2層暗褐色土 炭塊 (2~3mm) を若干含む。しまり良好で粘性強い。

第 3層暗褐色土 ローム粒を多大に含む。しまり良好で粘性なし。

第 4層暗褐色土 ローム粒を若干含む。しまり、粘性共に有する。
Pit 4 

第 1層 暗茶褐色土 ローム塊（径 5~8mm) と焼土塊を含む。粘性弱くしまり普通。
第 2層暗褐色土 ローム粒を若干含む。粘性なくしまり普通。
第 3層暗褐色土 ローム塊（径5mm程度） を含む。粘性なくしまり普通。
第 4層暗褐色土 ローム粒 ・焼土粒を含む。粘性普通でしまり悪い。
Pit 5 

第 1層 暗黄褐色土 ローム粒を多大に含む。また、炭塊（径 2~3mm程度）を若干含む。しまり普通で粘性を有する。
第 2層暗褐色土 ローム粒を多く含む。粘性、しまり共に有する。

第 3層褐色土 ローム粒を多く含む。しまり強く粘性を有する。
Pit 6 

第 1層 暗茶褐色土 ローム粒 ・ローム塊（径5~7 mm) を含む。しまり、粘性共に有する。
第 2層 暗黄褐色土 ローム粒を多大に含む。また、炭塊（径 2~3mm程度）を若干含む。しまり普通で粘性を有する。

第 3層褐色土 ローム粒を多く含む。しまり強く粘性を有する。

第 4層暗褐色土 ローム粒 ・白色粒子を若干含む。しまり、粘性共に有する。
Pit 7 

第 1層 暗茶褐色土 ローム粒 ・焼土粒を含む。しまり、粘性共に有する。
第 2層 暗黄褐色土 ローム粒を多大に含む。また、炭塊（径 2~3mm程度）を若干含む。しまり普通で粘性を有する。

第 3層褐色土 ローム粒を多く含む。しまり強く粘性を有する。

第 4庖褐色土 ローム粒を多少含む。しまり普通で粘性を有する。
Pit 8 

第 1層 暗茶褐色土 ローム粒を若干含む。粘性なくしまり普通。
第 2層褐色土 ローム塊（径 3mm) を含む。粘性、しまり共に有する。
第 3園 暗褐色土 ローム粒を多く含む。粘性なくしまり良好。
第 4層暗褐色土 粘性普通でしまり良好。

第 2号掘立柱建物址土層説明
Pit I 

第 1層暗茶褐色土
第 2層褐色土
第 3層褐色土
第 3'層暗褐色土
第 4層暗褐色土
第 5層暗褐色土
第 6層暗褐色土
第 7層暗褐色土
Pit 2 

第 1層茶褐色土
第 2層褐色土
第 3層褐色土
第 4層暗褐色土
第 5層暗褐色土
第 6層暗褐色土
第 7層褐色土
Pit 3 

第 1層明褐色土
第 2層褐色土
第 2'層褐色土
第 3層褐色土
第 4層暗褐色土
第 5層暗褐色土
第 6層暗褐色土
第 6'層暗褐色土
Pit 4 

第 1層褐色土
第 2層褐色土
第 3層褐色土
第 4層暗褐色土
第 5層暗褐色土
Pit 5 

第 1層明褐色土
第 2層褐色土

ローム粒 ・炭塊 ・焼土粒を含む。粘性、しまり共に有する。
ローム粒を多く含み、焼土塊 (2~ 3mm) を若干含む。粘性、しまり共に有する。

ローム粒 ・焼土粒を含む。粘性普通でしまり良好。
ローム粒を若干含む。粘性、しまり共に有する。
焼土塊を含む。粘性強くしまり普通。
ローム粒 ・ローム塊を多く含む。粘性強くしまり普通。
ローム粒を含み、焼土塊を若干含む。粘性、しまり共に有する。
ローム粒を多く含む。粘性強くしまり普通。

ローム粒 ・焼土粒（径2mm) を多く含む。粘性なくしまり普通。
ローム粒を含み、焼土塊（径 3~4mm)、炭塊（径 3mm前後）を多 く含む。しまり、粘性共に有する。
焼土粒 ・炭塊を含む。粘性強くしまり良好。
粘性なくしまり良好。
ローム粒 ・塊を多く含み、焼土粒 ・炭塊を多少含む。粘性強くしまり良好。

ローム粒を若干含む。粘性強くしまり良好。
ローム粒 ・塊を多量に含む。しまり良好で粘性強い。

ローム粒を含み、焼土塊（径2mm) を若千含む。粘性なくしまり普通。
焼土塊 ・炭塊（径 2~ 4 mm) を若干含む。粘性、しまり共に有する。
ローム粒を多く含む。粘性強くしまり普通。
ローム塊（径 2~4  mm) を多く含み、炭塊を含む。粘性普通でしまり良好。
炭塊を多少含む。粘性普通でしまり良好。
ローム塊（径 5~lOmm) を含む。粘性普通でしまり良好。
ローム粒 ・塊（径 3~ 6 mm) を含む。
粘性強くしまり普通。

ローム粒 ・塊（径 2~ 4 mm) を多景に含む。粘性なくしまり普通。
ローム塊（径 2~lOmm) を多量に含み、焼土塊を少貴含む。粘性普通でしまり良好。
ローム粒 ・炭塊（径2mm前後）を含む。粘性強くしまり良好。
ローム粒を多少含む。粘性強くしまり良好。
ローム粒を含む。粘性、しまり共に有する。

ローム粒 ・焼土塊を含む。粘性なくしまり普通。

ローム粒・塊を多く含み、焼土塊 ・炭塊を含む。粘性、しまり共に有する。
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第
第
第

Pit
第
第
第
第
第
第

Pit
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
pit
第
第
第
第
第

暗褐色土
暗褐色土
暗褐色土

明褐色土
褐色土
褐色土
褐色土
暗褐色土
暗褐色土

暗茶褐色土
明褐色土
褐色土
明褐色土
褐色土
暗褐色土
暗褐色土
暗褐色土
明褐色土
褐色土
暗褐色土
暗褐色土

暗茶褐色土
褐色土
褐色土
暗褐色土
暗褐色土

ローム粒 ．塊（径 5~ 8 mm) を多く含む。粘性普通でしまり良好。
焼土塊（径2mm) を若干含む。粘性普通でしまり良好。
ローム粒を多少含む。粘性、しまり共に有する。

ローム粒 ・焼土塊（径 2~5mm) 炭塊（径 3mm前後）を多く含む。
ローム粒を多く含む。粘性、しまり共に有する。
ローム粒を多く含む。粘性、しまり共に有する。
ローム粒 ・塊 ・炭塊を含む。粘性、しまり共に有する
ローム粒を含む。粘性、しまり共に有する。
ローム塊を多景に含む。粘性強くしまり良好。

ローム粒を含む。粘性、しまり共に有する。
ローム粒 ・塊（径 4~ 7mm) を含む。炭塊 ・焼土塊を若干含む。粘性普通でしまり良好。
焼土粒 ・ローム粒を含む。粘性強くしまり普通。
ローム粒 ・焼土塊（径2mm) を含む。粘性、しまり共に有する。
ローム粒を含み、焼土塊を少し含む。粘性普通でしまり良好。
焼土塊を多く含む。粘性強くしまり良好。
焼土塊を含み、炭塊を若干含む。粘性強くしまり普通。
ローム粒 ・塊（径 2~ 3mm) を含む。粘性、しまり共に有する。
ローム粒 ・焼土塊（径2mm) を含む。粘性、しまり共に有する。
ローム粒を含み、焼土塊を少し含む。粘性普通でしまり良好。
ローム塊（径 5mm前後）を多く含む。粘性普通でしまり良好。
ローム粒 ．塊（径 2~ 3mm) を含む。粘性、しまり共に有する。

粘士を多量に含み、ローム粒を含む。粘性、しまり共に有する。
ローム粒を多量に、焼土塊（径 2mm前後）、炭塊（径2mm前後）を若干含む。粘性、しまり有する。
ローム塊を多量に、焼土塊を少景含む。粘性普通でしまり良好。
ローム粒を少し含む。粘性強くしまり普通。
ローム粒を少し含む。粘性強くしまり普通。

明説層土址物建柱立掘号
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第
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Pl
第
第
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第

Pit
第
第
第
第
第
第
第
第
第

明褐色土
褐色土
褐色土
暗褐色土
暗褐色土
暗褐色土
暗褐色土
暗黄褐色土

褐色土
褐色土
暗褐色土
暗褐色土
暗褐色土
暗褐色土

褐色土
褐色土
暗褐色土
暗褐色土

暗茶褐色土
褐色土
褐色土
暗褐色土
暗褐色土
褐色土
暗褐色土

暗茶褐色土
暗茶褐色土
褐色土
暗褐色土
褐色土
褐色土
褐色土
褐色土

ローム粒子を多く含む。粘性普通でしまり良好。
ローム粒を含む。炭塊 ・焼土塊（共に径 2~ 4 mm) を若干含む。粘性強くしまり良好。
ローム粒 ・焼土粒を含む。粘性なくしまり普通。
ローム粒を若干含み、焼土塊を含む。粘性普通でしまり弱い。
ローム粒 ・焼土粒を若干含む。粘性普通でしまり弱い。
ローム粒 ・焼土塊を含む。粘性、しまり共に有する。
ローム粒 ．塊を多く含む。粘性普通でしまり弱い。
ローム粒 ・塊を多飛に含む。粘性強くしまり弱い。

ローム粒 ・塊（径20mm前後）を含む。粘性、しまり共に有する。
ローム粒 ．塊を含み、焼土塊を若干含む。粘性普通でしまり良好。
ローム粒 ・塊（径 5~lOmm) を含む。粘性弱くしまり良好。
ローム粒を含む。粘性強くしまり弱い。
粘性強くしまり弱い。
ロームが多く入り込んでいる。粘性強くしまり弱い。

ローム粒 ・塊（径10-15mm) を多く含む。粘土を多く含む。粘性弱くしまり良好。
ローム塊を含み、焼土粒を若干含む。粘性普通でしまり良好。
ローム粒が多く含まれる。粘性弱くしまり良好。
ロームが多く入り込んでいる。粘性強くしまり普通。

ローム粒を多く含み、焼土粒を若干含む。粘性、しまり共に有する。
ローム粒 ・塊を含み、焼土粒 ・炭塊を若干含む。粘性、しまり共に有する。
ローム塊を含み、ローム粒を少量含む。粘性強くしまり有する。
ローム粒 ・塊を少量含む。粘性普通でしまり弱い。
粘性、しまり共に有する。
ローム粒を多量に含む。粘性、しまり共に有する。
ローム粒 ．塊を含む。粘性、しまり共に弱い。

ローム粒を多く含む。焼土粒を若干含む。粘性なくしまり有する。
ローム粒を多く含む焼土粒。炭塊（径 2mm) を少景含む。粘性弱くしまり普通。
ローム粒 ．塊（径3~5mm) を含む。粘性なくしまり普通。
ローム粒 ・塊（径5~7mm) を多く含み、焼土塊 ・炭塊を若干含む。
ローム粒を含む。粘性なくしまり強い。
ローム粒 ・塊（径10~15mm) を含む。粘性普通でしまり強い。
ローム粒 ．塊を多景に含む。粘性、しまり共に有する。
ローム粒 ・塊を含む。粘性強くしまり有する。

暗茶褐色土 ローム粒 ・塊を含み、炭塊を若干含む。粘性なくしまり有する。
褐色土 ローム粒を含み、焼土粒を若干含む。粘性、しまり共に有する。
暗褐色土 ローム粒 ・塊を含み、炭塊を少量含む。粘性、しまり共に有する。
褐色土 焼土粒を少量含む。粘性、しまり共に有する。
暗褐色土 ローム粒を若干含む。粘性普通でしまり良好。
黄褐色ローム黄褐色ロームを主体とする。
暗褐色土 ローム粒を含み、焼土粒を若干含む。粘性強くしまり良好。
暗褐色土 ローム粒 ・塊を含む。粘性強くしまり普通。
暗褐色土 ローム粒を多く含む。粘性強くしまりなし。
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第3号溝（第94図図版147• 148) 

第3号溝土層説明

第1層暗褐色土
第2層暗褐色土
第3層暗褐色土

第4層暗褐色土

第5層暗褐色土
第6層暗茶褐色土
第7層暗灰色土
第8層暗灰色土
第9層黒色土
第10層 明灰色粘質土
第11層暗灰色粘質土

第12層明灰黄色粘土
第13層暗褐色土
第14層明灰色土

第15層暗灰色土

第16層明灰色土

第17層暗褐色土

第18層暗褐色土

第19層明灰色土
第20層明褐色土
第21層暗褐色土
第22層暗褐色土
第23層暗褐色土

第24層明褐色土
第25層暗褐色土

第26層暗褐色土
第27層暗褐色土
第28層暗褐色土
第29層暗褐色土
第30層暗褐色土

第94図第 3号溝

しまり、粘性若干有する。白色微粒子 ・炭化微粒子 ・焼土微粒子を若干含む。

しまり、粘性若干有する。白色 ・黄色微粒子を含む。

しまり、粘性若干有する。第2層に類似するが、鉄分を若干含む。
しまり、粘性若干有する。径 1mm~ 3 mm位の白色テフラ状の物を非常に多く含む。
しまり、粘性若干有する。白色テフラ状の物は含まない。

第4層に類似するが、炭化粒 ・焼土粒を多く含む。
しまり、粘性共に有する。白色 ・炭化 ・焼土粒子を含む。

第7層に類似するが、鉄分を若干含む。

しまり、粘性若干有する。ローム粒を含む。

しまり粘性共に強い。焼土 ・炭化粒を若干含みやや砂質である。

しまり、粘性共に強い。上層 1cm位はFAと考えられる。明灰色粘質層でそれよ
り下は、 1 mm~ 5 mm位の厚さの泥炭層と砂層が交互に入っている。

しまり粘性共に強い。ローム粒 ・微粒子を非常に多く含む。

しまり、粘性若干有する。ローム粒子を非常に多く含み、やや砂質である。

しまり、粘性共に有する。きめが細かい明灰色粘質土と泥炭が交互に入る。やや

砂質である。

しまり、粘性共に有する。第14層に類似するが、鉄分を含み色調がやや暗い。
しまり、粘性共に有する。きめの細かい砂と泥炭 ・明灰色粘質土が交互に入る。

しまり、粘性若干有する。ローム粒子を若干含む。

しまり、粘性若干有する。ローム粒子を多く含む。若干の薄い泥炭層がみられる。

しまり、粘性若干有する。きめの細かい明灰色粘質土・砂層が交互に入っている。

しまり、粘性若干有する。ローム微粒子を多く含む。やや砂質である。

しまり、粘性若干有する。白色テフラ ・炭化粒子を若干含む。

しまり、粘性若干有する。第21層に類似するがやや砂質である。
しまり、粘性若干有する。ローム微粒子を多く含む。

しまり 、粘性若干有する。粘質土と微砂層を交互に含む。

しまり、粘性共に強い。鉄分を若干含む。 ・

しまり、粘性共に有する。粘質土と微砂層が交互に混ざる。

しまり、粘性共に有する。鉄分 ・ローム粒子を多く含む。

しまり、粘性共に有する。ローム粒を多く含む。

しまり、粘性共に有する。ロームブロックを含む。

しまり、粘性共に強い。ローム粒を若干含み、底部には径 1~ 3cmの砂利を含む。

-63-

2 m 



A・一 ー •A'

1言第 1号溝

第1号溝土層説明
第1層黒色土 しまり、粘性若干有する。

第80号住に切られている。

A冒冒冒□冒[A第 2号、驚
第2号溝土層説明
第1層 灰褐色土 しまり強く粘性やや強い。全体に粘質で、

径 1mm程度の白色パミス・(As-A)を多く

含む。
第2層灰褐色土 しまり強く粘性やや強い。第 1層に準ずる

A -

第5号溝土層説明
第 1層暗褐色土

第2層暗褐色土

が白色パミスは含まない。

- A' 

第 4号溝

- A' 

第 5号溝

しまり、粘性共にやや強い。径5~30mmの
ロームプロック及び白黄色の粘土プロック
を非常に多く含む。
しまり、粘性共に有する。径 1~5mmのロー
ム粒子を多く含み、径5~20mmのローム粒
をまばらに含む。

- A' 

A冒冒冒冒`＇第 6a号、驚

第6a号溝土層説明
第 1層暗褐色土 しまり、粘性共に強い。径 1mm程度のロー

ム粒子を少量、径5mm以下の焼土粒を微
景含む。

第2層暗褐色土 しまり、粘性共にやや強い。ローム粒子
を少景、径 1cmのローム粒を微量含む。
また、径 1an以下の焼土粒を微量含む。

第3層 暗灰褐色土 しまり、粘性共に有する。ローム粒子と
径3an以下のローム粒を少量含む。

第95固

- A' 

À冒冒疇第6b号溝

第6b号溝土層説明
第1層 淡橙褐色土砂層。ローム粒を多量に含み、スコ

リア ・炭化物を含む。ガチガチにし
まった状態で、砂は赤化している。

第 2層暗褐色土 砂質分を多少含む。径 4~7mmの
ロームプロックを少量含む。

A - - A' 

第 7号溝
（図版151-2) 

第7号溝土層説明
第1層暗褐色土 しまり、粘性共に若干有する。

ローム粒子を多く含む。

A'’冒冒言ニしt:：-l) 
第8号溝土層説明
第1層暗灰色土 しまり有し粘性強い。径Imm程度の

白色パミスを少量含む。
第2層暗灰褐色土 しまり有し粘性強い。径5mm程度の

黒褐色粒を少量含む。
第3層暗灰褐色土 しまり、粘性共に強い。第2層に準

ずるが、黒褐色粒がより少なく色調
が明るい。

A - - A' 

瓢:;?;：＿2)

第9号溝土層説明
第1層 暗褐色土 しまり、粘性共に有する。ローム粒子

を多量、ローム粒を少量含む。
第2層 黒褐色土 しまり有し粘性やや強い。ローム粒子

を多量、ローム粒を少量、ロームプロッ
クを微量含む。

第3層暗褐色土 しまり有し粘性やや強い。ローム粒
子 ・ローム粒 ・ロームプロ ックを非常
に多く含む。

第4層黒色土 しまり有し粘性強い。ローム粒子・ロー
ム粒 ・ロームプロックを少量含む。

溝状遺構
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第 1号土墳
闘麟 疇

第 3号土壌

A - 。
A -

S0-7 

A - I I □I I -• 
- A' 

I ＼ 

—•A'A - - A' 

` 3 □ ̀  第4号土墳

第4号土壇土層説明
第 1層暗褐色土 しまり、粘性若干有する。

径1~20mmのローム粒を
多く含む。

第 5号土墳

第5号土墳土層説明
第 1層 明灰褐色土 しまり、粘性共に有する。径1~ 2 mmのローム粒子 ・焼土

粒子を若干含む。
第2層 明灰褐色土径 1~ 4cmのロームプロックを多く含む。
第3層暗褐色土 径1~ 2 cmのローム粒子を少量含む。
第4層黒色土 しまり、粘性共に有する。ローム粒子等を含まない。

2m 

第96固土壊(1)
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第6号土壇土層説明
第 1層黒色土 しまり、粘性共に有

する。径Imm程度の
白色パミスとローム
粒子を多く含み、径
1 ~ 5 mmの焼土粒．
炭化物を疎らに含
む。

＼
 - A' 

第7号土墳土層説明
第 1層黒褐色土 しまり強く粘性をやや有す

る。径 1mm以下の白色パミス
を均質に含み、径 1mm前後の
焼土粒 ・炭化物を多く含む。

第 7号土濱

第6号土濱
<I ≪I 

A- - A' 

キ

A- - A' 

1 疇
第8号土墳土層説明
第1層暗褐色土 しまり強く粘性をやや有する。径 Imm程度の白色粒

とローム粒を均質に含む。径5~30mmのローム粒を
多く含み、径 I~5mmの焼土粒をまばらに含む。

第 8号土墳

<I 

第9号土墳土層説明
第 1層暗褐色土

第2層暗褐色土

第3層黒色土

第9号土墳（図版142)

第97固土壊(2)

＼
 

<I 

しまり、粘性共に有する。第3層に比
べて径5-lOmmのローム粒が多い。
しまり、粘性共に有する。径 1~5mm
のローム粒をまばらに含む。
しまり、粘性共に有する。径 1mm以下
のローム粒を均質に含み、径5-lOmm 
のローム粒をまばらに含む。

゜
Zm 
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A - - A' 

A - - A' 

3 1 2 ` 
第10号土墳

第10号土墳土層説明
第1層 暗褐色土 しまり、粘性共に有する。径 1mm程度の白色パミスと径 1~ 5 mmの

ローム粒を均質に含み、径 5~10mmの焼土粒を少量含む。
第2層 暗褐色土 しまり、粘性共に有する。径 1~ 2cmのローム粒を多く含む。
第3層 暗褐色土 しまり有し粘性やや強い。径 1mm程度の白色パミスを均質に含み、

径 1~2cmのローム粒を非常に多く含む。

A - - A' 

A- - A' 

第11号土壌

（図版143)

第11号土墳土層説明

第 1層褐色土 しまり強く粘性を有する。径 1mm以下の白色パミスを均質に含み、
ローム粒子を多く、径5~20mmのローム粒を少景含む。また、径
5 ~!Ommの炭化物 ・焼土粒を微量含む。

第2層 暗褐色土 しまり、粘性共に有する。ローム粒子・径 I~!Oonのロームプロッ
クを多く含む。

第3層 暗褐色土 しまり、粘性有する。ローム粒子と径 1~3cmのローム粒を含む。
第 4層 暗褐色土 しまり、粘性有する。ローム粒子と径 1~2cmのローム粒を含む。
明 ］＞2>3>4 暗

第98図土壊(3)

-67-

/ 

--＝＝ナー十—

2 m 



A ・ -
-
.,,¥
-
-
-
-
／
/
 

？
 
＂ 

ー 6 8 ー
瀕 2 準 ｝ lll

第
3
層

第
4
層

ー

• A

第
2
号
井
戸
土
層
説
明

第
1
層
暗
褐
色
土

第
2
層
暗
褐
色
土

暗
黄
色
土

暗
灰
色
土

S D  

□
〗 ァ
『

＼
 

ロ
ー
ム
粒
子
を
若
干
、
土
器
・
礫
を
多
く
含
む
。

し
ま
り
、
粘
性
若
干
有
す
る
。
ロ
ー
ム
粒
子
・
焼

土
粒
子
を
若
干
含
む
。
土
器
・
礫
を
多
く
含
む
。

径
l
~
S
m
m
の
ロ
ー
ム
粒
子
を
多
量
に
含
む
。

し
ま
り
、
粘
性
強
い
。
砂
と
小
礫
を
含
む
粘
＂
土
。

瀕 2 血 オ ヰ ・ 'lll （ 瀕 l o o 図

瀕 9 9 図 濾 1 叩 井 可

2 3  

第
1
号
井
戸
土
層
説
明

第
1
層
暗
褐
色
土

第
2
層
暗
褐
色
土

第
3
層
暗
褐
色
土

第
4
層
黒
色
土

第
5
層
暗
黄
色
土

第
6
層
黒
色
土

第
7
層
暗
黄
色
土

第
8
層
暗
褐
色
土

第
9
層
黒
色
土

第
10
層
暗
黄
色
土

第
11
層
黒
色
土

第
12
層
暗
灰
色
粘
質
土

A 1  

濱 7 0 4 g ~湘 倖

瀕 1 血 } } 'lll （ 瀕 9 9 ~ ~
/t
&

1
5
3
 

・  1 5 4  
•1

5
5
) 

四 弼 1 5 6ー 1 )

瀕 1 0 0 因

＼  

第
13
層

第
14
層

黄
色
土

黄
色
土

し
ま
り
、
粘
性
若
干
有
す
る
。
白
色
粒
子
・
ロ
ー
ム
粒
子
を
若
干
含

む
。
土
器
・
礫
を
非
常
に
多
く
含
む
。

し
ま
り
、
粘
性
若
干
有
す
る
。
白
色
粒
子
・
ロ
ー
ム
粒
子
・
炭
化
粒

子
を
若
干
含
む
。
土
器
・
礫
を
非
常
に
多
く
含
む
。

し
ま
り
、
粘
性
強
い
。
ロ
ー
ム
粒
子
・
炭
化
・
焼
土
粒
子
を
含
む
。

し
ま
り
、
粘
性
有
す
る
。
径
1
~
lO
mm
の
ロ
ー
ム
粒
を
若
干
含
む
。

し
ま
り
、
粘
性
有
す
る
。
径
1
~
lO
mm
の
ロ
ー
ム
粒
を
多
く
含
む
。

し
ま
り
、
粘
性
共
に
有
す
る
。
ロ
ー
ム
微
粒
子
を
多
く
含
む
。

し
ま
り
、
粘
性
共
に
有
す
る
。
ロ
ー
ム
プ
ロ
ッ
ク
を
多
く
含
む
。

し
ま
り
、
粘
性
共
に
な
し
。
ほ
と
ん
ど
が
空
洞
で
あ
っ
た
。

し
ま
り
、
粘
性
有
す
る
。
径
1
~
l
O
mm
の
ロ
ー
ム
粒
を
多
く
含
む
。

し
ま
り
、
粘
性
共
に
有
す
る
。
ロ
ー
ム
プ
ロ
ッ
ク
を
多
く
含
む
。

し
ま
り
、
粘
性
共
に
有
す
る
。
ロ
ー
ム
粒
を
若
干
含
む
。

し
ま
り
、
粘
性
非
常
に
強
い
。
暗
灰
色
粘
質
土
と
拳
大
の
川
礫
を
多

く
含
み
、
若
干
の
砂
も
含
む
。
底
に
は
鉄
分
が
沈
ん
で
い
た
。

し
ま
り
、
粘
性
強
い
。
ハ
ー
ド
ロ
ー
ム
プ
ロ
ッ
ク
が
主
体
で
あ
る
。

し
ま
り
、
粘
性
共
に
強
い
。



第II章遺物の概要

本遺跡から出土した遺物には鬼高II期 ・真間期 ・国分期 ・羽釜出現期以降の

ものがある。その中でも鬼高II期 ・羽釜出現期以降の時期に遺物の出土が密で

ある。本章では、遺跡においても っとも一般的な出土遺物である土器を中心に

製作過程等を検討することで遺物観察に代えたいと思う。

1.鬼高II期

胎土

坪の製作過程

鬼高II期は、本遺跡において遺物出土量が卓越する時期である。遺物組成の

主体を為すのは土師器であり、その他の遺物には、須恵器・土錘・石製紡錘車・

刀子等が挙げられる。出土した須恵器の器種には大甕 ・大形壺 ・提瓶 ・速 ・高

坪 ・坪等が認められ、第3• 4号溝址からの出土が多く、住居址からの出土は

稀である。

まず始めに、本遺跡出土土師器の胎土の検討を行ないたい。本遺跡出土の土

師器で結晶片岩 ・絹雲母を含む粘土によって製作されたものは、概ね児玉町付

近に産地が限定される可能性が高い（註l)。供膳具と煮炊具・貯蔵具では、使用さ

れる粘土に相違が見られ、概して前者の粘土は央雑物 ・混和材がきめ細かく、

後者のものは灰雑物 ・混和材が粗い傾向にある。そしてそのことは即ち器種に

よって限定された粘土選択の過程の存在を示すものである。なお土に在地的な

特徴が観察されないものは全体の二割程度であり、概ね坪に限定される（註2)。

坪の製作工程は一般的に、器体原形製作工程＜イ＞口辺部調整工程く口＞、

底部調整工程くハ＞の工程に区分・配列されると思われる。＜イ＞の工程では台

上の逆位台形状もしくはコマ状粘土塊に粘土帯を積み、圧延及び押圧によって

口辺部 ・内底部の原形を製作する方法（大屋、 1995)が考えられている。逆位

台形状またはコマ状粘土塊の存在を示唆するものに第129号住址 1 • 第201号住

址5の資料が挙げられるが、粘土塊への粘土帯圧着の痕跡を示す資料は確認さ

れなかった。く口＞の工程における口辺部調整痕にはナデ上げた痕跡を示すも

の、断続的な回転ナデの痕跡を示すものの二種類が観察される。これは調整に

使用したエ具の差異を表すものであり、前者は口辺部内外面において対応し、

口辺部を二指で挟み込んで行なう回転ナデであるとされるが、一方で硬質な擦

痕を残すものもあり、器面と指との間に介在するエ具の存在を想定しうる。後

者に該当するエ具には軟質木口状工具の名称が与えられている（大屋、 1988)。

く口＞・＜ハ＞の工程の間には一定の乾燥期間がおかれる。くハ＞の工程では外

底部突出部の切除と器厚の調整が行なわれていると考えられる。

尚、本遺跡出土の坪は、形態的差異に富み、細別分類が可能である。坪の形

態的差異はくイ＞．＜口＞の工程の内容の差異に起因すると思われ、分類され
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たものと同数の製作過程の存在を示唆するものである。

高坪の製作過程 高坪は、長脚高坪が一定量出土している。第4号溝址 lの高坪は脚体部内面

甕 ．壺 ・大形甑

の製作過程

は上半に絞り目が認められ、下半には明瞭な輪積み痕を残し、第3号溝址17の

高坪では、坪部及び脚部接合部分の断面形が柄状に観察される。こうした事例

は、形態的には連続性を欠くものの、所謂和泉型高坪との製作過程上の関連が

想起され、和泉型高坪の製作工程単位内の変形である可能性が示唆される。し

かしながら、概して脚体部内面は掻き取り状のケズリ調整が及び、前工程と重

複することが多く、製作工程の単位が不明瞭なものが多いので一概には言えな

い。また、具体的な工程配列の把握までには及ばず、検討の余地を残すもので

ある。

甕 ・壺 ・大形甑等の器種は原則として製作工程に対応が認められ、概ね器体

下半部製作工程くイ＞・器体上半部製作工程く口＞ • 口縁部製作工程 くハ ＞ ．

器面調整工程く二＞に区分 ・配列される。また、甑では底部穿孔工程が追加さ

れる。くイ＞の工程において底部胴部下半を鉢状に製作し、場合により粘土紐を

数単位追加する。くイ＞・く口＞の工程の接点において、内面調整の不連続や明

瞭な接合痕、または掻き取り状のケズリの痕跡等が観察され、両者の間には一

定の時間的な断絶を認めることが可能である。この時間的な断絶は、主として

器体下半部を乾燥させることで安定させ、く口＞の工程における器体上半部製

作の結果増加する重量の支持を目的としていると思われる。＜口＞の工程では

粘土紐の上方への積み上げによって胴部上半から口縁部の原形が形成される。

輪積み痕の断面形から、上方の粘土紐下半の一部が下方のそれの内側に貼付さ

れる傾向を指摘できる。これは粘土紐間の安定した接着幅の確保を目的として

いると思われる。本工程におけるエ具押し引きによる内面調整は、器面整形を

兼ねた粘土帯圧着に関わるものであると考えられる。エ具が粘土紐数単位を横

断する痕跡が認められることから、く数単位の輪積み→指頭押圧・ナデ→エ具押

し引き ＞といった作業単位を想起することができる。本工程はこうした作業単

位が状況に対応し任意反復されることで構成されると考えられる。くハ＞のエ

程では口縁部の製作が行なわれる。口縁部の外反は、曲げ ・圧延等に拠ってい

ることが想定され、口縁部に口径円心方向に亀裂が入る個体も確認される。 ＜

二＞の工程ではヨコナデによる口縁部調整、ヘラケズリによる胴部外面調整が

行なわれる。ヘラケズリには、ナデ状のもの ・削がれたもの ・ノッキングする

ものなどの痕跡の相違が観察され、それらは作業配列上の差異や、エ具の使用

法に起因すると思われる。

2.真間・国分期

本遺跡における真間 ・国分期は、集落が縮小傾向を示しつつも継続され、そ
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胎土

れに相関して遺物の出土量を減じる時期である。供膳具 ・煮炊具は、所謂北武

蔵型坪 ・武蔵型甕と呼称される伝統的で連続的な変遷をたどる土師器（鈴木、

1983 • 1984)が主体的である。また、児玉町付近においては須恵器は常に客体

的な存在である。

灰雑物 ・混和材は器種に拠って差異が認められ、煮炊具に白色粒子が顕著に

含まれるのが特徴的である。本遺跡では器種を問わず粘土はきめ細かく、同一

の器種内においては均質である傾向が観察され、このことは前時期との間に生

地土生成の工程における変化を示すものと思われる。

坪・甕の製作過程 坪 ・甕の製作過程には前時期との一定の連続性が推察される。坪は台上製作

から掌上製作への転換、口辺部成形における曲げ ・圧延成形への依存が指摘さ

れ（鈴木、 1984)、器体原形製作工程の前時期との一定の断絶が認められる。そ

れに対し、口辺部 ・底部調整ではは前時期と同様の工程が継続採用され、その

関係性が窺われる。甕では胴部中位において明瞭な接合痕、または掻き取り状

のケズリ痕が観察される場合が多く、前時代の工程配列と対応が認められる。

内面調整おいても工具痕が確認され、前時期と同種の作業が想定されるが、比

較的丁寧にナデ消される傾向が強い。

3.羽釜出現期以降

羽釜出現期以降は、土師器を主体とした伝統的な器種組成は衰退した状態に

あり、ロクロ使用の新しい様相を呈する器種が主体をなす。該期の土器様相を

端的に示す遺構には第71号住居址 •第107号住居址などが挙げられる。前時期と

様相を劃する器種群を、主として製作過程の点から概括し、以下に記述してゆ

きたい。なお、灰釉陶器やその他の器種の出土も確認されているが、出土量が

寡少であり、検討の必要性を感じつつも割愛した。

供膳具の製作過程 該期の坪 ・椀類の製作過程は、器表面の観察からロクロナデの工程のみのも

のくイ＞ ・ロクロナデ後、高台貼付の工程を採用するものく口＞ ・ロクロナデ

後、底部外周ヘラケズリ及び高台貼付の工程を採用するものくハ＞の三種類に

分けられる。焼成は酸化炎焼成のものが主体的である。くイ＞の製作過程を採用

する坪・椀共にあり、底部に回転糸切りによる切り離しの痕跡が認められる。く

ロ＞の製作過程を採用する坪は、端部調整の緩い高台を伴うものが主体的であ

る。椀は、高台が高く「八」の字を呈するものと、高台が低く端部調整の緩い

ものの二種類が認められる。くハ＞の製作過程を採用するものは椀のみである。

器内面が磨かれ、黒色処理が施されるものが多い。また、ヘラケズリには手持

ちヘラケズリ、回転ヘラケズリの両者が確認される。

坪 ．椀の高台貼付はロクロナデを伴う作業であることから、逆位で為された

と考えられる。しかし、口端部に設置面を有さず、また高台部が明瞭に剥脱す
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る場合や、ヘラケズリ後の貼付が認められるため、高台貼付前に一定の乾燥期

間が与えられていた蓋然性が高い。ロクロの使用は作業上の合理性 ・効率性を

高めるものであり、また供膳具は、需要が高く量的に豊富である器種であるこ

とを鑑みれば、この乾燥期間の有効的な利用を想定できる（註3)0

羽釜の製作過程 本遺跡出土の羽釜は胴部が張るものが一般的であり、口縁部形態において概

ね直立気味に外反するもの、内湾するものに弁別することが可能である。焼成

の方法には酸化焔焼成 ・還元焔焼成の両方の場合がある。羽釜の製作工程は器

体製作工程くイ＞・胴部外面調整工程く口＞に区分・配列される。くイ＞の工程

はこれらは回転台上での一連の作業である。粘土円盤への粘土紐を積み上げの

結果、底部 ・胴部 ・ロ縁部原形が形成される。この時ロクロナデが螺旋状に連

続せず、断続的であるためく数単位の輪積み→指頭押圧 ・ナデ→ロクロナデ＞

を一単位とする作業の反復が想定される。口端部は平坦面を有するため、エ具

の使用による面とり後のヨコナデを想定したい。鍔部は貼付には強い押圧を伴

い、上下をつまんでのヨコナデが施されている。尚、該期の甑は羽釜と製作過

程のほとんどを共有し、両者の関係性が緊密であることが指摘される。本遺跡

での出土は稀であり、確実に甑として認識し得るものは第197号住居址 3のみで

ある。

本章では、主として各期における主要な器種の製作過程の把握に努めること

で遺物の概要に替えた。しかしながら、実証性や用語の適切性も不十分であり、

また、遺物の詳細についてまでは及ばず、今後に課題を残すものとなった。更

なる研鑽を心がけたい。 （桜井和哉）

註

(1) 結晶片岩粒と微醤の海面骨針を含む粘土は群馬県藤岡市付近から児玉町付近

で産出されるものであることが、埴輪の胎土観察（井口、 1997)や縄文土器の胎

土観察（鈴木、 1997)によって推定されている。尚、海面骨針については観察が

及ばず、混入を確認しえなかった。

(2) こうした土器群は形態的特徴をもって認識され、有段口縁坪 ・比企型坪等の名

称が与えられており広域な分布圏を構成している。

(3) 具体的には乾燥期間中の別個体の作成といった連鎖し並行する製作工程が考

えられる。ロクロ使用の土器は伝統的な土師器より、省力化された製作技法を取

るため、よりそうした場合を想定しやすい。
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第321固 金佐奈遺跡B地点と周辺の遺跡

-168-



第III章 金佐奈遺跡の古代景観の変遷 ーまとめにかえて一

はじめに

金佐奈遺跡B地点において検出された集落跡は一時期断絶はあるものの古墳

時代後期から奈良 ・平安時代に営まれた集落である。本遺跡は台地に近接する

低地の中に位置する微高地にあたり、南東から北東へと緩やかに傾斜している。

当該地域が古代においてどのように利用されたのか本遺跡をとおし周辺の遺跡

も含めて概観し、まとめにかえたい。

1.生産空間としての土地利用

集落以前の遺構 当該地が集落として利用され始めるのは古墳時代後期、鬼高II式期からであ

る。これを遡る時期の遺構として畠の“畝”ないし水田跡といった積極的な遺

構が検出されているわけではない。しかし、集落としての土地利用がなされる

以前の遺構として第 1• 1 b （註 I ) • 3 • 5号溝址があり、また先行する可能性が

あるものに第4a号溝址”があげられる。これらの遺構はその所在は明らかで

はないが、この時期の人々の活動領域の一角を占めていたことを表すものであ

る。同時にこれらの人為的営為は無作為に行われるものではなくある一定の目

的意識のもとに行われたと考えて差し支えなかろう。本節では発掘調査によっ

て得られた情報と周辺の遺跡や地形から土地利用とその可能性を考え、この地

域の景観の復元を試みてみよう。

‘上真下水路“ 第3号溝址（第94図）は神川町八荒神南遺跡第8トレンチ第6• 7号溝址（金

子他、 1995)•金佐奈遺跡 C地点第10号溝址（徳山他、 1997) と同一系統のもの

として触れられており、仮称“上真下水路”（鈴木、 1997)とされるものである。

当溝址は断面観察から大きく二時期に分けることができ、ここでは時間的に後

出のものを第3a号溝址、前出のものを第3b号溝址、両者ともに指す場合は

第3号溝址と称別する。第3a号溝址覆土第11層の上層には群馬県榛名山を供

給源とするニツ岳火山灰 (Hr-FA) と思われるテフラの堆積が厚さ約 1cmにわ

たり認められ本址の開竪時期を知る上で注目される。 FAの降下時期について

は諸説があり、 5世紀末から 6世紀第 1四半期とやや時間幅を含み問題を残す

ものの鬼高 I式期を遡ることはあきらかである。また FAの上層（第10層）に

は砂質の粘質土が堆積しており火山灰降下後も流水していたものと考えられ

る。さらに上層では層中に鉄分の凝集粒が観察されており流水というより滞水

した状況が推定され湿地状の景観を呈したものと思われる。第3b号溝址はこ

れに先行し、その開竪時期はさらに遡るものである。

第4a号溝址は調査区西側から第3号溝址に併走し、調査区中央で同溝址に
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至るものである。調査所見では第 3b号溝址に先行するものとされる。その存

続時期等については後述するため、ここでは鬼高II式期の集落に先行する可能

性があることを指摘するにとどめる。

第5号溝址は第3号溝址から分岐する形で地形の傾斜に直行するように掘削

されている。第1• 1 b号溝址は第5溝址に併走する事から調査区外では第3

号溝址から分岐する形をとることが推定されるものである。第 5号溝址は第51

号住居址に先行するものである。同住居址の遺物の出土状況（第108固）は床面

よりやや浮いた状態であり住居廃絶後に廃棄されたものであろう。またこれら

の遺物（第109図）は該期の集落の中でも古相にあたるものである。このことか

ら第5号溝址は鬼高II式期の集落設営以前に遡ることは確実である。

周辺の地形と遺跡 これらの遺構はどのような目的のために掘削されたのであろうか。ここでは

やや視点を広げ周辺の遺跡と地形（第320図）を概観し、併せてその性格を検討

してみよう。本遺跡の占地する微高地は本庄台地と呼ばれる台地面が金鑽川 ・

赤根川水系の女堀川によって開析され島状に残されたものである。遺跡南側に

は後に条里が施工された低地面（本文では以下のこの低地面を単に洪積低地面

と呼称する）が大きく開け、南西から北東へと展開している。遺跡北側の低地

（以下同様に上真下低地と呼称する）は神川町反り町遺跡（篠崎他1995)の南

約100mの付近から東方向に延び、同町八荒神南遺跡の集落の占地する微高地と

本遺跡に連なる微高地の西端部に立地する反り町遺跡との間を縫って北東方向

へと進んでいる。さらに“上真下水路”の流路方向の変わる八荒神南遺跡第8

トレンチ付近で北東方向に角度を変えて金佐奈遺跡C地点を経てさらに東へと

延び、本遺跡を通過して約200mの地点で再び“洪積低地面”へと続いている。

このような地勢の中で該期の金鑽川の流路が“上真下低地”を流れていたか、

“洪積低地面”にその流路をとっていたかはさておき、この“上真下水路”は

その規模から旧金鑽川そのものではなく、この本流より導水した幹線水路の一

つであると推定される。“上真下水路”は大きく蛇行しており「金鑽川」の旧流

路と思われる埋没河川を再掘削して利用していることは金佐奈遺跡C地点にお

いて確認されている（鈴木、 1887）。このことは“上真下水路”の流路が“上真

下低地”の中に収まること、労働力の省力化という合目的的理由からも首肯出

来よう。このように埋没河川を利用する濯漑形態はすでに和泉期に見られもの

である。堀向遺跡で検出された“蛭川埋没河川跡”（鈴木、 1995)である。この

“蛭/11埋没河川跡”は“上真下水路”を考える上で注目される。“上真下水路”

が本流から分流させた幹線用水路であることは先に触れたが旧金鑽川の流路は

どこに求められるであろうか。金鑽遺跡C地点では古墳時代後期以前の可能性

が指摘される水田層が存在し、“上真下低地”がはやくから水田として利用され
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たことが推定される。このことから旧金鑽川が“上真下低地”に流路をとって

いた可能性は低いものと思われ、“洪積低地面”にその流路を想定したい（註2)0

“上真下水路”は“上真下低地”の開発 ・整備のために開竪されたものと考え

られ、分流する形の第 5 号溝址•第 1 ・ 1 b号溝址は前後関係があるか同時存

在かは明らかではないが自然傾斜に並行して併走しいることから同一の目的意

識のもとに掘削されたものであろう。覆土からは恒常的な流水の痕跡は認めら

れないことから境界としての機能も考えられるが、第3号溝址も最も蛇行する

部分から分岐することと等高線に沿ってしかも高位置から低位置へと推移して

いることから用水系の水路として機能していたとも推定される。当該地が耕作

地として利用されていたかは中世の耕作に起因すると思われる土層（註3)が遺構

確認面にまで及んでいたことから明らかではない。しかしその流路が微高地の

傾斜に併行することを積極的に評価するならば流末にあたる低地はもとよりこ

の微高地上を灌漑していたことは否定し得ない。該期の微高地上に掘削される

小規模な溝は水田耕作に伴う低地面のものとは異なり畠や陸田を考える上で重

要な位置を占めるもであり、古代の生業や景観の復元に近接するうえで鍵にな

るものと思われる。

‘上真下水路” ところでこの“上真下水路”の流末はどこへ続くのであろうか。調査区にお

の流末 いて北東に軸をとる“上真下水路”の延長にあたる石橋遺跡（恋河内、 1995)

での調査区では該当する溝址は検出されていない。未調査区の現用水路に重複

地割りと旧河川 している可能性は否定できないが、石橋遺跡の北側の字松場 ・真下境地区の地

割りを圃場整備以前の地図で見てみると条里地割が大きく乱れていることに気

づく。これは蛇行河川の痕跡と認め得るものである。先に想定した旧金鑽川の

流路はこの痕跡に合流するものと思われ、“上真下水路”もその軸方向からこの

付近で合流していたものと想定される。この付近はまた旧赤根川も合流してい

たことが推定される地域でもある（註4)。この地割りの乱れを辿っていくと北西

の字西畑 ・ 鼻曲地区へと続き字蛭川境を介して字堀向 • 藤塚へと続くのものと

東方の字辻堂地区へと続くものとの二者が認められる。このうち前者が“蛭川

埋没河川跡”である。後者のものが認められる辻堂地区においては辻堂遺跡（恋

河内、 1996)の調査がなされ覆土中から鬼高期の遺物を含む河川跡が検出され

ている。この河川跡は恒常的に流水していたものではないとされるものであり、

さらに遺跡の占地する微高地と自然堤防の間の低地部分の調査においても該当

する河川跡は検出されていない。このことから“上真下水路”および旧金鑽川

は字松場付近で旧赤根川に合流し真下境地区を蛇行しつつ、現女堀川付近に流

路が推定される“女堀川南流路”に至るものと思われる。そしてその流末は“蛭

川埋没河川跡”とに分流し再び合流するのである。
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2.生活空間としての土地利用ー集落の設営一

周辺遺跡の様相 それまでの灌漑系統の通過点あるいは分岐 ・結節点として景観が大きく様相

集落の様相

北区域

南区域

を異にするのは鬼高II式期からである。生活空間としての土地利用、すなわち

集落が設営されることにより当該地の景観ー変されるのである。本遺跡のよう

に鬼高II式期から始まる集落に今井川越田遺跡（瀧瀬・議崎他、 1997等） ・南街

道遺跡（恋河内、 1996) •秋山大町遺跡 （註 5)があげられる。本遺跡に近接する前

代の集落は検出されておらず最も近接するものでも遺跡の南方約1.8kmに位置

する辻堂遺跡・共和小学校校庭遺跡が、やや距離はあるものの西南約3.8kmにミ

カド遺跡（坂本、 1981)があげられよう。辻堂遺跡 ・共和小学校校庭遺跡は本

庄台地と児玉丘陵から切り放された生野山とに挟まれた“洪積低地面”の中に

位置する自然堤防や微高地上に占地し、和泉期から鬼高II式期に継続する集落

である。また近接する微高地上に占地する和泉期 ・鬼高II式期の集落である南

街道遺跡との関連が考えられ、これらの遺跡は地点をかえながらも連続的に推

移する遺跡群として捉えられるものである。後張遺跡（立石、 1983等）や今井

川越田遺跡も同様に近在する梅沢遺跡・川越田遺跡等との関連が考えられ、五

領期から鬼高II式期にかかる一連の遺跡群として捉えられるものである。金佐

奈遺跡の集落を作った人々がどこから移って来たのかは重要な問題ではあるが

機会を改めて検討する事としたい。

再び集落内に立ち返ることとしよう。鬼高II式期の遺構の分布を示したもの

が第321図である（註6)。調査上の制約や膨大な数の遺物量のため詳細な検討はな

し得なかったが該期の集落内の概要について触れてみたい。集落は該期には機

能していた第3号溝址を挟んで北と南に大きく分けることができる。ここでは

便宜的に前者を北区域、後者を南区域と称別する。北区域は大きく三つの住居

群に小別することができよう。住居址の主軸は概ね東西をとるものが多く、各

住居群間の直線を基調とした空閑地を越えた住居址の構築は見られないことか

ら比較的安定して整然と推移していったことが指摘できる。該期にはまた第4

a号溝址が機能していたものと思われる。開竪時期は鬼高II式期を遡る可能性

があり、また該期の住居址がこの溝址と重複関係にないこと、覆土中より鬼高

II式期の比較的新相の土師片等が検出されていることから、鬼高II式期の後半

代にはその機能を停止し埋没したものであろう。この第4a号溝址は児玉条里

上田地区及び八荒神南遺跡では調査区の制約上検出されていないものであるが

上流域から用水系の水路として分流させて当該地では北区域の生活にも使用さ

れていたことも推定されるものである。

これに対し南区域はやや雑然とした感を受けるものである。先の第5号溝址

はその覆土から集落設営に伴い埋め戻されたものと考えられ、また第1・ 1 b 
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住居址の主軸

第322図 鬼高II式期の遺構分布

号溝址も該期には埋没していたか埋め戻された可能性が考えられる。住居址は

大まかに見るならば5ないし 6の小規模な住居群として捉えられよう。この住

居群は地形上の制約からか一定の集中は見られるもののやや近接し、かつ交錯

した状況にあり各住居群間の明確な空閑地を読みとりにくいものである。

次に住居址の主軸に注目してみよう。北南両区域に構築された比較的古い段

階の住居址の主軸は東西を指向しており、これは自然地形の傾斜とは整合しな

いことから一定の規格のもとに集落が形成されたことを示唆するものであろ

う。またこの区域には比較的古い様相の遺物の検出された第95号住居址に後続

して第 1a • 1号溝址が掘削されるのの第80号住居址とは重複せず比較的短期

間のうちに埋め戻されたものと推定できる。そして北区域とは対称的なことに

該期の新しい段階には全てではないもののこの第 1a • 1号溝址に直行する形、

つまり自然地形の沿う形で北東から南西に軸をとるものが現れるといった傾向

が指摘できる。このような住居址の主軸方位から当微高地上における集落の設

営時には前時期の土地利用の意識との断絶が認められる。そして南区域におい

てはさらにその変化が指摘できるのである。このような住居址の主軸方位はど

のように決定されるのであろうか。前章において“上真下低地”は水田として
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利用が為されていたことを触れた。集落の設営された該期にもこの水田継続し

生活空間と て存在したことが予想される。弥生時代に始まる稲作農耕における水田の形は

外縁部ほど地形等に左右されることはあるものの概ね矩形を基調とすることは

衆目の知るところである。また水田遺構の面的な調査が為された今井条里遺跡

生産空間

（岩田、 1998)において検出された古代水田は時期により主軸や区画の大小と

いった違いはあるものの概ね矩形を基調としている。“上真下低地”の地形が遺

跡周辺では概ね東西方向を指す帯状を呈することと上記の現象を考えあわせ、

さらに灌漑系統の効率化と限定的な空間の効果的な使用という観点を加味する

ならば、該地は軸を同じくした矩形の水田であった蓋然性が高い。集落はこの

区画に準拠して一定の規格性を持って設営された可能性が高いものと思われ

る。また、より近接する位置関係にある北区域は該期を通して同方向に住居の

土地区画の変化と主軸を保つことから緊密な関係性を読みとれよう。これに対し南区域の各住居

居住集団址群の交錯する状況や住居主軸の変化には別の要因を求めなければならないだ

ろ。このような一定の空閑地を有さない各住居群同士の関係は、換言すれば境

界を必要としない各居住集団間における緊密性を現すものであろうか。または

住居址の主軸の変化はただ単に自然地形に適応し、より効率的な居住空間を確

保するという合目的的理由に起因するものであろうか。集落内の土地区画の変

化は居住集団内における社会的関係性の変化、すなわち社会的集団構成原理の

変化を想起させるものである。そしてこの変化は集落内の従前の規制の弛緩が

想起され、と同時に居住する特定の集団の一定の自立性の獲得をも示唆するも

のであろう。このように集落設営時の土地区画の上に新たな集団編成による土

地区画がなされ住居址が累積した結果、視覚的分別を困難にしているのである。

今井川越田遺跡においても一定区画内で比較的整然と推移するものと空閑地を

読みとりがたいものとが混在する現象が認められるようである。該期の集落、

ひいては居住者集団のを考える上で示唆的である。ここでは現象にのみ言及し

より広範な地域での比較・検討をすることとし、今後の課題としたい。

また北区域での想定が為されたように生活空間と生産空間とが相互に連関し

一定の規則性を有することに注目するならば、南区域のこのような変化は新た

な秩序による生産体系の編成が推定される。遺跡南側に大きく開けている“洪

積低地面”への進出である。遺跡の南側を流れる現女堀川は当該地を避けるよ

うに北東方向に流路をとっており微高地と“洪積低地面”の境界を為している。

この方向は南区域の後出的な要素としてとりあげた住居址の主軸に概ねの一致

を見ることは偶然ではあるまい。“上真下低地”の南北両区域、どちらかといえ

ばの北区域主導の下の開発・整備が一応の終焉を迎えるとともに南区域主導の

下に新たな水田開発の開始が推定されるのである。
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3.真間期以降の集落の景観

集落景観の変化 真間期になるとそれまで微高地上で相互に近接した小区域内で推移を辿って

いた集落の景観は様相を異にする。該期の遺構の分布を示したものが第322図で

ある。その分布は用水路としてある程度機能していたものと推定される第3号

溝址を挟んでやはり大きく北区域と南区域とに分けられる。該期の遺構として

あげられるのは北区域では第166• 167 • 187 • 201・202号住居址、該期の可能性

のあるものとして第168号住居址があげられるにすぎずない。これらの住居址の

占地は鬼高期の小規模な住居群の中央の区画に一致し、前時期からの土地区画

意識および占有集団の連続性が看取できるものである。また住居址の主軸も概

ね東西軸をとり前時期を踏襲していることはこの区域の居住集団における土地

区画の秩序が存続していることを物語っている。

南区域に目を向けると東側のやや散在的な分布をみる一群（第44• 65 • 72 • 

106号住居址）と集中傾向にある一群（第88• 90 • 93 • 102 a (b) • 103 • 104 • 

105号住居址）とに分けることができよ う（註 7)。次に住居址の主軸方位を見ると

南区域の103• 102号住居址のみが主軸を変え東カマドに変化する点が指摘でき

住居群内の変遷 る。これら該期の集落の時間的変遷を、遺物の遺存状態が良好でその推移が辿

りやすい南区域西側の住居群を軸にしてを見てみると大まかに第105→103→

102 (b)→102 a号住居址という推移がみられる。第102b • a号住居址が二次

期にわたったとしても三ないし四回の住居址の建て替えが考えられる。第102C 

号住居址については出土遺物が無いため判断しがたいものであるがその主軸か

ら前時期の後半以降からあるいは第105号住居址と併存する可能性も考えられ

よう。ともあれこの時間軸をもとに他の小住居群の変遷を見ると南区域東側の

ものは概ね第44→72• 65→106号住居址という変遷が見られよう。

北側区域では第166• 187 • 201→167 • 202（→168)号住居址の変遷が考えら

れる。このうち第166→167（→168)号住居址の変遷は第168号住居址居址は出

土遺物に乏しく相互の切り合い関係から求めたものである。この北区域の東側

の一群はその出土遺物から同区域西側の一群と南区域の集団より、やや早く衰

退してしまうようである。このようにこの時期の集落の様相は前次期に比し激

減ともいえる状況を呈しさらに該期をとおしてその減少傾向が進行していく状

況が看取できる。この住居址の減少傾向は相対的に占有する居住空間と耕作地

とをあわせた土地の増大を意味するものであり、該期の土地占有のあり方が大

きく変化したことを示すものである。

集落の様相は次の国分期（註8)にさらに顕著な減少傾向を辿る（第323図）。第3

号溝址が用水路として機能したかは明らかでないが、この時期に第 1号井戸址
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第323図 真間期の遺構分布

が掘られていることから生活に耐えうるだけの水量の確保は困難であったこと

が予想される。北区域は居住空間として使用されなくなり、第9b号溝のみが

等高線に沿って掘削されているにすぎない。この溝址の存在形態から周辺はあ

るいは耕作地として利用た可能性も考えられよう。

南区域の西側にはやや集中傾向にある一群が存在するのみである。これらの

住居址の占地もまた真間期の西側の一群と一致するものである。住居址の主軸

も概ね前次期同様であり占有集団と土地区画の意識の連続性を指適できよう。

「計画的集落」と ところでこの時期の集落や灌漑形態のあり方を見る上で欠かすことのできな

金佐奈遺跡 い遺跡として本庄市八幡太神南遺跡 ・立野南遺跡、将監塚 ・古井戸遺跡（赤熊

他、 1988他） ・真下境東遺跡・辻ノ内遺跡、神川町真下境西遺跡等がある。この

本庄台地上への集落の移動と用水系水路である“真下大溝”の開竪、条里施工

と「古九郷用水」の開竪といった一連の開発は「計画的集落」としてその社会

的背景とともに論考されている（鈴木、 1989・1991他）。この本庄台地上の開発

には大きく分けて二つの画期があることが指摘されてい。“真下大溝”開竪以前

と思われ真間式の開始期に近い時期の集落として八幡太神南遺跡 ・立野南遺

跡 ・真下境東 ・辻ノ内遺跡があげられ“真間期の一次的な集落”とされる。そ
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第324図 国分期の遺構分布(I)

して全てではないものの、この“真間期の一次的な集落”が再編成されたもの

として将監塚・古井戸遺跡があげられ“真間期の二次的な集落”とされている。

“真問期の一次的な集落”は“真間期の二次的な集落”の時期には衰退傾向に

あり、“真間期の一次的集落’'は国分期にまでで継続し徐々に減少していく傾向

が指摘されている。金佐奈遺跡での真間期に始まる住居址の激減する現象はこ

の“真間期の一次的な集落”の開始期に相当しこの集落に居住していた人々の

大半は計画的な開発のもとに居住の地を台地上へと移したものと思われる。そ

して“真下大溝”の開繋に携わったことは想像に難くない。

ところでこの“真下大溝”はその直線的な流路から現九郷用水付近から分流

されたものと推定されている。その開竪の前提となる一定水量を確保した水源

としては「古九郷用水」として論考されている（鈴木、 1989）。この「古九郷用

水」の開竪に伴い本遺跡南側の“洪積低地面”に流路を想定した旧金鑽川は上

流部において「古九郷用水」に合流したものと考えられる。このような一連の

灌漑系統の整備とともに“洪積低地面”には徐々に条里が施行され生産空間と

しての景観をととのえ、また本庄台地上は生活空間として開拓されていったの

である。
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第325図 国分期の遺構分布(2)

羽釜出現期以降の 一時期の断絶をへて当地が再び生活空間の地として利用が始まるのは、羽釜

集落 出現期以降である。当該期の遺構の分布を示したものが第324固である。

北武蔵における該期の土器の編年研究は現状において十分になされていると

いえる状況ではない。また先にも触れたように中世の耕作による攪拌を受けて

いる本遺跡では重複関係を有する遺構もあるが、諸条件により分析の対象とな

る資料とはいえず、現段階で集落の変遷について語ることは困難である。住居

址の重複関係と遺物の様相から数時期にわたることが予想されるが、更なる資

料の蓄積と土器編年研究の進展を待って周辺の遺跡と併せて再検討することと

し、ここでは平面的な特徴を述べるにとどめたい。第3号溝址の埋没はすでに

完了し、これとともに土地区画を規制するといった機能は喪失している。住居

址の分布は等高線に沿う形で空閑地を残し帯状に展開していることが看取でき

よう。そしてその主軸は概ね東西方向を指向していることが指摘できる。そし

て遺構の構成は住居址のみで構成されるものと掘立柱建物を有する一群とに大

きく分けられよう。調査区北西コーナー付近に位置する第9• ll号土壊には高

台付き婉及び高台付き坪が検出されており墓壊な可能性が考えられており周辺

は墓域として居住空間とは隔絶した空間として存在したのもと推定される。
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まとめ

当該地域におけるの鬼高II式期以前から国分期までの土地利用や景観の変遷

を大雑把ではあるが概述してきたわけである。要約すると以下のようになる。

① 当該地における鬼高II式期の集落設営以前は “上真下水路”の流路およ

び支水路の分岐点としての利用がなされており、この微高地の北側の “上真

下低地”は水を湛えた水田が広がっていた景観が推定される。また積極的な

根拠に乏しいものの小規模の溝址について検討し、この微高地上が耕作地と

して利用されていた可能性を指摘した。

② “上真下水路”の流路を地形、地割などから検討した結果その流末が“女

堀川南流路”にあたる可能性が高いことが考えられる。

③ 鬼高II式期の集落において北区域と南区域における住居址群のあり方と

その推移について検討した。ここでは北区域における住居址の主軸方位と“上

真下低地”に予想される水田の区画との関係と南区域における土地区画と住

居址の主軸方位の変化から集落内における一定集団の再編成が想起され、ま

たその集団による洪積低地の開発の可能性について考えた。

④ 真間期及び国分期においては住居址の減少傾向と周辺遺跡の動向におい

て“真間期の一次的な集落”の開始にともない当該集落が衰退することを確

認した。そして計画的な開発における景観の推移について想定し、また土地

区画と住居址の主軸方位から当該地に残存した集団の歴史的な連続性が認め

られることを指摘した。

⑤ 羽釜出現期以降については諸条件により詳細な検討は避け、住居址の重

複と遺物の様相から数期にわたる可能性を述べた。また集落内の平面的な特

徴として等高線に沿った形で空閑地を挟み帯状に展開することを指摘した。

以上発掘調査によって得られた情報や報告書となっている周辺遺跡情報、そ

してその他の現象とをあわせ金佐奈遺跡における古代景観の復元を試みた。

多くの部分は類推に頼るものでもあるがこれらは遺跡として認知されやすい

集落や墓域のみではなく生産空間をもふくめた活動領域の把握 ・検討が為され

るべきであるとの考えによるものである。また今後の調査によって検証される

べき課題として提示したい。今回は各々の現象の抽出に傾倒したものとなった

が、今後はこのような現象の背景を検討し、またより広範な地域を含め総合的

な“地域”の歴史の解明につとめたい。 （大熊季広）
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註

註1 第 1号溝址は第176• 177号住居址（鬼高期）との前後関係は不明ではあるが第

77（国分期） •80•84号住居址（鬼高期）に先行するものである。第 1 b号溝址は

第102C （時期不明）・119号住居址（鬼高期）との切り合い関係は不明ながらも第

94 • 96 • 99（国分期）・ 102a • (b)号住居址（真間期）に先行するものである。

同溝址は第101号住居址（鬼高期）に近接する位置関係から同時存在することは考

え難い。また第 1a号溝址が第95号住居址（鬼高期）に後続し，第102a号住居址

に先行して重複することから、第1号溝址と第1b号溝址は鬼高II式期に先行す

る同一遺構と考えられる。

註2 神川町圃場整備に先立つ試掘調査で埋没河川跡が検出されているという。金子

彰男氏にご教示を得た。記して感謝したい。

註3 この土層については金佐奈遺跡A2地点（徳山、 1998)で触れられており、 A

1地点も同様である。また地点は変わるが児玉清水遺跡(1995年調査）、共和小学

校校庭遺跡B地点 (1998年調査）等でも同様に観察されている。児玉清水遺跡で

は真間期及び国分期（羽釜出現以降）の住居址はこの層によって攪拌された状態

であり国分期の礫石を用いた鼈のほかは遺存状態の極めて不良なものであった。

このことからこの土層が中世以降の耕作土である可能性は高いものと思われる。

註4 旧赤根川の流路については「金屋条里周辺の灌漑と開発」（鈴木、 1996)のなか

で触れられている。また紙輻の都合で字切図を掲載できなかった。これについて

は「児玉条里遺跡 一児玉条里北部地区一」（鈴木、 1998a)所載のものを参照さ

れたい。

註5 秋山大町遺跡は近接する秋山東遺跡ととも児玉町遺跡調査会により現在継続

調査中である。

註6 第321図には紙幅の関係から鬼高II式期以前のもの、また鬼高II式期以降真間

期以前のものが同図中に示してある。第 1a号溝は第95号住居址（鬼高II式期・

第162図）に後続し、第102a 号住居址（真間期•第175~178図）及び SE1 （国分

期・「コ」の字甕並行期）に先行するものである。第7号溝址も同様に第92号住居

址（鬼高 II式期 •第 160固）に後続し、第93号住居址（真間期）に先行するもので

ある。

註 7 前者の一群は前代の小住居址群から連続性を考えるならば第44号住居址と第

65 • 72 • 106号住居址との二群にさらに分離することがが可能であろう。

註8 金佐奈遺跡B地点の生活空間としての土地利用は国分期に一時断絶がみれる。

真間期から継続して営まれ一定期間の断絶の後、羽釜出現以降に再び集落が営ま

れるという時間的推移を辿るのである。本文は当該地域の変遷を土器型式を示標

として概述する事からこれらを別称するために前者を国分期、後者を単に羽釜出

現期以降とする。
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